
Title 第一二回衆議院議員総選挙と政友会
Sub Title The Seiyûkai in the 12th General Election
Author 玉井, 清(Tamai, Kiyoshi)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1993

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.66, No.6 (1993. 6) ,p.19- 54 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19930628-0019

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


第
一
二
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
政
友
会

玉

井

清

第12回衆議院議員総選挙と政友会

　第第第第
　四三二一
結章章章章序

内
務
省
の
動
向
と
地
方
官
更
迭

政
友
会
へ
の
逆
風

遅
滞
し
た
公
認
候
補
の
決
定
過
程

政
府
陣
営
か
ら
の
選
挙
干
渉

　
語序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
一
二
月
二
五
日
、
第
三
五
帝
国
議
会
は
解
散
さ
れ
、
翌
四
年
三
月
二
五
日
に
第
一
二
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が

実
施
さ
れ
た
．
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
（
以
下
、
大
隈
内
閣
と
略
す
）
下
に
実
施
さ
れ
た
か
か
る
総
選
挙
は
、
立
憲
政
友
会
（
以
下
、
政
友
会

と
略
す
）
に
と
り
、
次
の
意
味
に
お
い
て
結
党
以
来
初
の
逆
境
下
で
の
選
挙
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
政
友
会
は
、
衆
議
院
第
一
党
（
解
散

時
、
一
八
四
議
席
）
な
が
ら
も
野
党
と
し
て
、
政
府
及
び
与
党
立
憲
同
志
会
（
解
散
時
、
九
五
議
席
を
擁
す
衆
議
院
第
二
党
．
以
下
．
同
志
会
と
略
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表1　政友会の議席少数区

議　席　0 三重、島根、岡山、山口

議席　1
京都、奈良、山梨、滋賀、岐阜、宮城

秋田、石川、鳥取、宮崎、北海道

注：市部、郡部の合計数

如
く
．
前
回
総
選
挙
に
比
し
．

　
本
稿
の
目
的
は
、

ま
ず
、

表2　政友会の議席激減選挙区

減少議席数

6 山口

5 大阪、茨城、静岡、岡山

4 長崎、愛知、北海道

3
群馬、千葉、岐阜、長野、宮城

青森、石川、島根、徳島

注：市部、郡部の合計数

六
議
席
減
が
一
県
、
五
議
席
減
が
一
府
三
県
、

す
）
等
か
ら
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
中
、
戦
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
選
挙
結
果
は
、
同
志
会
一
五
三
名
、
政
友
会
一
〇
八
名
、
中
正
会

三
三
名
、
立
憲
国
民
党
二
七
名
、
大
隈
伯
後
援
会
一
二
名
、
無
所
属
四

　
　
　
　
　
（
2
V

八
名
と
な
っ
た
。
政
友
会
は
、
七
〇
以
上
も
議
席
を
減
ら
す
大
敗
を

喫
し
、
六
〇
近
く
も
議
席
を
伸
し
た
同
志
会
に
衆
議
院
第
一
党
の
座

を
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
得
票
率
に
お
い
て
も
政
友
会
は
、

明
治
四
五
（
一
九
＝
一
）
年
五
月
に
実
施
さ
れ
た
前
回
（
第
一
一
回
）
総
選

挙
の
五
一
・
四
％
よ
り
、
一
三
・
七
％
へ
と
約
二
〇
％
も
そ
の
数
字

を
減
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
議
席
減
の
状
況
を
細
か
く
み
る
と
、
表
1

に
示
し
た
如
く
同
党
は
、
一
道
三
府
四
三
県
中
、
四
県
に
お
い
て
全

滅
し
、
一
道
一
府
九
県
に
お
い
て
議
席
一
と
な
り
、
表
2
に
示
し
た

　
　
　
　
四
議
席
減
が
一
道
二
県
、
三
議
席
減
が
九
県
を
数
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
回
総
選
挙
に
お
け
る
政
友
会
の
か
か
る
大
敗
の
背
景
及
び
原
因
を
次
の
諸
点
よ
り
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　
大
隈
内
閣
が
解
散
総
選
挙
に
備
え
実
施
し
た
地
方
官
更
迭
の
実
態
と
そ
の
責
任
官
庁
で
あ
る
内
務
省
の
動
向
、
第
二
に
同
党
を
取

り
巻
く
環
境
と
し
て
大
隈
ブ
ー
ム
の
実
際
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
及
び
経
済
界
の
動
静
、
第
三
に
同
党
の
公
認
候
補
決
定
過
程
の
内
情
、

第
四
に
政
府
陣
営
か
ら
の
選
挙
干
渉
の
実
態
、
以
上
の
考
察
を
通
じ
、
か
か
る
総
選
挙
に
際
し
政
友
会
を
大
敗
へ
と
導
い
た
逆
境
の
具
体

的
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
（
1
）
　
第
三
五
帝
国
議
会
解
散
に
至
る
過
程
の
政
友
会
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
第
二
次
大
隈
内
閣
下
の
政
友
会
ー
原
敬
の
総
裁
就
任
か
ら
第
三
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五
帝
国
議
会
解
散
ま
で
ー
」
（
『
法
学
研
究
』
〈
第
六
五
巻
第
十
号
、
平
成
四
年
十
月
V
）
を
参
照
の
こ
と
．

（
2
）
　
以
下
、
本
稿
の
総
選
挙
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
は
、
遠
山
茂
樹
・
安
藤
淑
子
『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
に
よ

　
っ
た
。

（
3
）
第
一
二
回
総
選
挙
に
つ
い
て
は
、
大
隈
政
府
与
党
の
勝
利
に
注
目
し
て
種
々
論
及
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
岡
義
武
『
日
本
近
代
史
大

系
・
5
ー
転
換
期
の
大
正
』
（
〈
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
〉
三
八
～
四
三
頁
）
、
坂
野
潤
治
『
大
正
政
変
－
一
九
〇
〇
年
体
制
の
崩
壊
ー
』

　
（
〈
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
二
年
〉
二
〇
一
～
九
頁
）
、
季
武
嘉
也
「
第
二
次
大
隈
内
閣
に
お
け
る
政
党
と
元
老
」
（
『
史
学
雑
誌
』
〈
第
九
一
編
第

　六号、

昭
和
五
七
年
六
月
〉
六
一
～
七
頁
）
、
富
田
信
男
「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
史
的
分
析
⇔
1
明
治
・
大
正
期
1
」
（
『
選
挙
研
究
』
〈
第
二
号
、

　
一
九
八
七
年
〉
六
六
～
七
一
頁
）
、
安
田
浩
「
第
一
次
大
戦
下
の
議
会
－
第
三
二
回
帝
国
議
会
～
第
三
七
回
帝
国
議
会
1
」
（
『
目
本
議
会
史
録
2
』

〈
第
一
法
規
出
版
株
式
会
社
、
平
成
三
年
〉
九
六
～
一
〇
〇
頁
）
等
が
あ
る
。
し
か
し
、
政
友
会
の
大
敗
に
つ
い
て
多
角
的
に
分
析
し
た
研
究
は
、

管
見
の
限
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
一
章
内
務
省
の
動
向
と
地
方
官
更
迭

第12回衆議院議員総選挙と政友会

　
周
知
の
如
く
明
治
憲
法
体
制
下
の
内
務
省
は
、
地
方
行
政
や
警
察
を
所
管
す
る
強
力
な
行
政
官
庁
で
あ
っ
た
た
め
、
内
閣
の
中
で
も
内

相
の
座
は
、
首
相
に
次
ぐ
ポ
ス
ト
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
選
挙
に
際
し
か
か
る
権
限
を
有
す
る
内
相
は
、
政
府
陣
営
の
事
実
上

の
責
任
者
と
し
て
采
配
を
ふ
る
う
の
が
通
例
で
あ
り
、
選
挙
運
動
の
監
視
や
取
り
締
ま
り
等
を
通
じ
、
そ
の
結
果
を
左
右
し
う
る
立
場
に

さ
え
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
選
挙
時
を
含
め
政
党
の
党
勢
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
内
相
の
人
選
は
、
与
野

党
を
問
わ
ず
組
閣
に
際
し
て
の
最
大
関
心
事
で
あ
っ
た
。

　
大
隈
内
閣
成
立
に
際
し
、
右
の
意
味
に
お
い
て
野
党
政
友
会
の
党
勢
に
も
密
接
な
関
連
を
持
つ
内
相
に
は
、
大
隈
が
首
相
兼
任
で
就
任

し
た
。
こ
れ
は
、
組
閣
当
初
、
内
相
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
大
浦
兼
武
の
就
任
が
、
入
閣
予
定
者
の
尾
崎
行
雄
の
反
対
に
よ
り
見
送
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

れ
た
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
大
浦
は
農
商
務
相
就
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
内
閣
発
足
時
よ
り
の
大
浦
の
内
相
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就
任
は
頓
挫
し
た
も
の
の
、
内
務
次
官
に
下
岡
忠
治
、
警
保
局
長
に
安
河
内
麻
吉
、
警
視
総
監
に
伊
沢
多
喜
男
と
、
同
省
の
要
路
に
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

浦
系
と
目
さ
れ
る
人
物
が
配
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
浦
の
勢
力
が
「
内
務
に
及
ぶ
も
の
少
し
と
す
べ
か
ら
ず
』
と
予
測
さ
れ
た
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

で
な
く
、
大
浦
は
「
党
勢
の
消
長
に
明
か
な
る
が
故
に
必
ず
内
務
行
政
上
首
相
唯
一
の
顧
問
た
る
」
べ
し
と
評
す
る
者
さ
え
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
の
よ
う
に
農
商
務
相
で
あ
り
な
が
ら
も
組
閣
時
よ
り
内
務
省
に
隠
然
た
る
影
響
力
を
有
す
る
こ
と
が
殆
ど
自
明
と
さ
れ
た
大
浦
の
存

在
は
、
彼
の
従
前
よ
り
の
経
歴
に
照
ら
し
政
友
会
に
と
り
脅
威
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
時
に
警
視
総
監
の
座
に
あ

っ
た
大
浦
は
、
政
友
会
切
り
崩
し
に
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
た
め
、
徳
富
蘇
峰
の
評
を
借
り
れ
ば
、
桂
園
体
制
下
に
お
い
て
も
「
政
友
会
は
恒

に
大
浦
方
面
を
警
戒
区
域
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
徳
富
に
よ
れ
ば
、
大
浦
の
生
涯
を
通
じ
彼
が
政
友
会
を
敵
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

傲
す
「
戦
闘
的
熱
血
は
、
乍
ち
沸
騰
点
に
上
」
り
、
両
者
は
「
全
く
犬
と
猿
」
の
関
係
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
成
立
時
よ
り
政
友
会
打
破
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
て
い
た
大
隈
内
閣
は
、
右
の
如
く
政
友
会
と
は
犬
猿
の
間
柄
に
あ
る
大
浦
を
中
心
と
し

て
解
散
、
総
選
挙
に
備
え
種
々
の
工
作
を
展
開
し
た
。
政
友
会
の
地
方
組
織
や
党
所
属
代
議
士
に
対
す
る
切
り
崩
し
の
一
端
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

別
稿
に
お
い
て
既
に
論
及
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
地
方
官
更
迭
の
実
態
に
つ
い
て
以
下
、
考
察
を
加
え
て
み
た
い
．

　
組
閣
直
後
の
大
正
三
年
四
月
二
八
日
、
大
隈
内
閣
は
、
内
務
省
三
局
長
の
更
迭
及
び
七
名
の
知
事
休
職
と
一
九
県
の
知
事
の
異
動
を
伴

う
大
幅
な
第
一
次
地
方
官
更
迭
を
実
施
し
た
。
こ
の
更
迭
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が
「
大
浦
農
相
の
方
寸
」
よ
り
出
た
と
い
う
の
は
「
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

丈
け
野
暮
」
と
の
評
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
が
、
大
浦
の
か
か
る
影
響
力
は
内
務
省
内
部
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
土
木
局

長
久
保
田
政
周
が
原
敬
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
も
こ
れ
を
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
因
に
、
こ
の
書
簡
は
、
久
保
田
自
身
右
更
迭
に
伴
い
土

木
局
長
よ
り
東
京
府
知
事
へ
の
転
任
が
決
定
し
て
い
た
た
め
、
正
式
発
表
の
一
週
間
前
、
原
に
そ
の
報
告
と
了
承
を
求
め
る
べ
く
認
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
久
保
田
は
、
「
扱
内
務
省
ハ
着
々
大
浦
子
の
計
画
を
実
行
致
さ
れ
候
模
様
二
有
之
、
杉
山
（
四
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

郎
衛
生
局
長
）
氏
ハ
勿
論
、
小
橋
（
扁
太
地
方
局
長
）
氏
も
或
は
転
任
可
相
成
と
被
存
候
。
（
中
略
）
本
省
ハ
殆
と
全
部
更
迭
、
尚
地
方
官
へ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

も
波
及
可
致
と
被
存
候
（
傍
点
及
び
括
弧
は
筆
者
）
」
と
し
、
省
内
に
お
け
る
大
浦
の
影
響
力
と
、
そ
の
下
で
の
地
方
官
更
迭
の
実
施
予
想
を
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原
に
報
告
し
て
い
た
。
な
お
、
か
か
る
書
簡
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
た
衛
生
局
長
の
杉
山
は
、
更
迭
の
発
表
以
前
、
既
に
辞
表
を
提
出

（
1
0
）し

、
二
八
日
の
発
表
に
よ
り
正
式
に
依
願
免
本
官
と
な
っ
た
。
爾
後
、
杉
山
は
第
一
二
回
総
選
挙
に
神
奈
川
郡
部
よ
り
政
友
会
候
補
と
し

て
出
馬
し
、
最
下
位
な
が
ら
も
当
選
を
果
し
た
。
こ
う
し
た
彼
の
行
動
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
右
の
辞
表
提
出
が
、
大
浦
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

政
友
会
系
官
僚
へ
の
粛
清
人
事
に
機
先
を
制
し
て
の
対
応
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
よ
う
。

　
次
に
、
休
職
と
な
っ
た
七
名
の
知
事
は
、
新
潟
県
の
安
藤
謙
介
、
宮
城
県
の
森
正
隆
、
福
岡
県
の
南
弘
等
に
代
表
さ
れ
る
如
く
、
政
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

系
と
目
さ
れ
る
人
々
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
七
名
の
中
に
は
青
森
県
知
事
を
休
職
に
な
っ
た
田
中
武
雄
の
よ
う
に
、
第
一
次
山
本
権
兵

衛
内
閣
の
原
内
相
時
に
逓
信
省
監
理
局
長
よ
り
初
め
て
同
県
知
事
に
抜
擢
さ
れ
た
経
歴
を
有
す
る
た
め
原
系
と
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

旗
幟
は
不
鮮
明
な
の
で
休
職
は
少
々
気
の
毒
で
あ
る
と
の
評
が
共
通
し
て
寄
せ
ら
れ
る
者
も
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
政
友
系
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

旗
幟
不
鮮
明
と
見
倣
さ
れ
休
職
を
め
ぐ
り
世
評
の
同
情
を
受
け
た
田
中
も
、
更
迭
実
施
の
直
前
に
は
原
宛
書
簡
に
お
い
て
、
大
浦
を
次
の

よ
う
に
酷
評
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
現
内
閣
は
一
の
偲
偶
に
過
き
す
し
て
、
露
探
の
謹
明
立
す
議
員
を
辞
せ
る
秋
山
定
輔
の
主
宰
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
大
浦
兼
武
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

る
二
六
新
報
の
所
謂
鰻
の
兼
の
掌
握
せ
る
所
、
渠
は
酷
吏
伝
中
の
人
、
深
文
以
て
人
に
中
る
か
如
き
は
平
気
の
男
」
と
し
て
い
た
。
原
が

再
び
政
権
に
参
与
し
た
時
の
こ
と
を
考
え
、
彼
の
歓
心
を
買
う
こ
と
を
意
図
し
た
書
簡
で
あ
る
に
せ
よ
、
か
か
る
大
浦
批
判
に
は
激
烈
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

も
の
が
あ
り
、
田
中
も
ま
た
巷
間
伝
え
ら
れ
た
以
上
に
反
政
府
感
情
を
抱
く
知
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
本
更
迭
に
伴
い
復
活
を
果
し
た
知
事
は
、
熊
本
の
川
上
親
晴
、
神
奈
川
の
石
原
健
三
、
大
分
の
黒
金
泰
義
、
石
川
の
熊
谷
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

一
郎
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
大
浦
系
と
目
さ
れ
た
。
し
か
も
、
第
一
次
山
本
内
閣
の
原
内
相
の
下
で
、
川
上
は
警
視
総
監
を
依
願
免
本
官
と

な
り
、
後
者
の
三
人
は
い
ず
れ
も
知
事
を
休
職
さ
せ
ら
れ
た
経
歴
を
持
っ
て
い
た
。

　
右
更
迭
に
つ
い
て
内
務
次
官
の
大
石
は
、
大
隈
内
閣
が
成
立
し
て
以
来
、
唱
え
て
き
た
「
党
弊
蔓
除
の
大
眼
目
」
と
し
て
実
施
し
た
と

　
　
　
　
（
1
8
）

談
じ
た
も
の
の
、
巷
間
、
か
か
る
人
事
は
政
友
会
打
破
と
同
志
会
の
党
勢
拡
張
の
た
め
、
原
系
統
に
か
え
「
大
浦
系
の
腕
つ
こ
き
を
配
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

せ
る
の
形
跡
歴
々
た
る
も
の
あ
り
し
と
見
徴
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
更
迭
に
対
し
政
友
会
陣
営
が
反
発
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
例
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え
ば
党
幹
部
の
元
田
は
、
政
府
の
掲
げ
る
党
弊
蔓
除
の
公
約
に
鑑
み
．
政
党
色
を
排
し
た
人
選
が
行
な
わ
れ
る
と
信
じ
て
い
た
が
．
「
斯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

く
露
骨
に
振
舞
ふ
以
上
は
勢
ひ
の
激
す
る
所
、
政
友
会
の
現
内
閣
反
対
は
一
入
気
勢
を
高
め
ざ
る
を
得
ざ
る
」
と
批
判
し
た
。

　
大
正
三
年
六
月
九
日
、
大
隈
内
閣
は
、
二
回
目
の
大
幅
な
地
方
官
更
迭
を
実
施
し
、
知
事
の
休
職
六
名
を
含
む
一
二
県
に
わ
た
る
異
動

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
前
回
の
更
迭
を
あ
わ
せ
、
全
国
の
約
三
分
の
二
の
道
府
県
に
お
い
て
知
事
の
異
動
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

っ
た
。
し
か
も
、
今
回
は
、
一
二
県
に
わ
た
る
警
察
部
長
の
更
迭
も
同
時
に
実
施
さ
れ
、
世
評
に
お
い
て
は
「
来
る
べ
き
総
選
挙
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

る
現
内
閣
の
準
備
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
休
職
の
六
知
事
に
は
、
政
友
会
内
閣
に
な
れ
ば
復
活
の
保
証
が
あ
る
と
評
さ
れ
る
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

ど
政
友
会
色
濃
厚
で
あ
っ
た
鳥
取
の
川
島
純
幹
を
は
じ
め
、
福
井
の
香
川
輝
、
岩
手
の
堤
定
太
郎
ら
、
い
ず
れ
も
政
友
系
知
事
と
目
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

る
者
が
並
び
、
彼
等
は
む
し
ろ
前
回
更
迭
に
際
し
休
職
の
厄
に
遭
ふ
べ
し
と
予
期
さ
れ
て
い
た
人
々
で
あ
っ
た
。
反
対
に
任
命
さ
れ
た
知

事
に
は
、
第
一
次
山
本
内
閣
下
．
原
内
相
に
大
分
県
知
事
を
猷
首
さ
れ
た
が
、
埼
玉
県
に
お
い
て
新
た
に
復
活
を
果
し
た
昌
谷
彰
や
、
同

内
閣
下
台
湾
総
督
府
蕃
務
総
長
を
甑
首
さ
れ
今
回
、
岩
手
県
知
事
に
抜
擢
さ
れ
た
大
津
麟
平
が
い
た
。
因
に
、
大
津
は
、
赴
任
地
が
原
の

地
元
で
も
あ
る
た
め
、
原
の
下
へ
就
任
挨
拶
に
訪
れ
た
が
、
そ
の
際
、
彼
は
「
現
政
府
よ
り
命
を
受
け
て
赴
任
す
る
に
付
、
現
政
府
の
方

針
に
は
従
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
弁
明
し
て
い
た
。
こ
の
大
津
の
弁
明
の
背
景
に
は
、
彼
の
下
に
中
央
よ
り
「
政
友
会
を
破
れ
と
の
内
訓
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

が
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
原
は
彼
に
近
い
ル
ー
ト
よ
り
情
報
と
し
て
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
右
の
如
き
内
容
の
地
方
官
更
迭
に
第
一
次
の
そ
れ
と
同
様
、
政
友
会
が
反
発
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
同
党
機
関
誌
は
「
党
弊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27
）

刷
新
を
揚
言
し
つ
』
党
同
伐
異
の
為
に
此
大
更
迭
を
行
ふ
、
世
豊
に
焉
よ
り
甚
し
き
の
党
弊
あ
ら
ん
や
」
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
後
述
す

る
如
く
そ
の
発
足
以
来
総
じ
て
大
隈
内
閣
に
好
意
的
論
調
を
掲
げ
て
い
た
新
聞
も
、
総
選
挙
の
準
備
と
目
さ
れ
た
か
か
る
大
更
迭
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

て
は
、
現
政
府
が
公
言
す
る
「
党
弊
の
打
破
に
あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
其
助
長
な
る
な
か
ら
む
や
」
と
失
望
の
念
を
示
し
て
い
た
。

　
尚
、
右
の
地
方
官
更
迭
に
先
立
つ
六
月
五
日
、
樺
太
庁
長
官
の
更
迭
も
実
施
さ
れ
、
平
岡
定
太
郎
が
依
願
免
本
官
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
更
迭
に
至
る
過
程
に
は
、
政
府
与
党
系
新
聞
が
平
岡
長
官
の
下
に
お
け
る
禁
漁
区
域
内
の
一
七
漁
場
の
解
禁
と
明
治
四
五
年
の
第
一
一
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（
2
9
）

回
総
選
挙
に
お
け
る
政
友
会
の
選
挙
資
金
調
達
と
の
関
連
に
つ
い
て
書
き
た
て
、
批
判
を
展
開
し
て
い
た
事
実
が
あ
っ
た
。
原
は
、
こ
う

し
た
新
聞
の
動
き
に
つ
い
て
、
平
岡
を
傷
つ
け
其
職
を
去
ら
せ
る
か
、
そ
れ
を
口
実
に
休
職
に
追
い
込
む
た
め
の
政
府
陣
営
の
謀
略
と
見

倣
し
、
憤
慨
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
事
例
は
平
岡
の
場
合
に
限
ら
ず
、
休
職
や
転
任
を
め
ぐ
り
多
々
あ
り
、
「
是
れ
皆
な
大
浦
の

晒
劣
な
る
悪
計
よ
り
出
づ
る
も
の
な
り
、
立
憲
政
治
に
あ
る
ま
じ
き
所
為
な
り
と
思
ふ
」
と
、
大
浦
指
揮
下
の
地
方
官
更
迭
を
激
し
く
批

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

判
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
如
く
大
隈
内
閣
は
、
大
幅
な
地
方
官
更
迭
を
実
施
し
政
府
与
党
に
有
利
な
環
境
を
整
え
つ
つ
、
一
二
月
二
五
日
、
衆
議
院

を
解
散
し
た
．

　
翌
大
正
四
年
一
月
七
日
、
同
内
閣
は
総
選
挙
に
備
え
、
原
が
如
上
の
地
方
官
更
迭
に
彼
の
晒
劣
な
る
悪
計
を
み
て
い
た
大
浦
を
内
相
に

抜
擢
し
た
。
大
浦
に
つ
い
て
は
、
農
商
務
相
就
任
時
よ
り
一
定
の
時
を
過
ぎ
れ
ば
内
相
に
移
さ
れ
る
内
約
が
あ
る
と
巷
間
に
お
い
て
観
測

　
　
　
　
　
（
3
1
）

さ
れ
て
い
た
が
、
か
か
る
人
事
は
こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
後
述
す
る
如
く
政
友
会
の
選
挙
委
員
長
に
就
任
す
る
高
橋
是
清
は
、

右
人
事
に
つ
い
て
「
例
の
辛
辣
な
る
大
浦
子
内
相
の
椅
子
に
在
れ
ば
吾
々
反
対
党
に
対
し
て
は
如
何
な
る
抑
圧
が
加
ふ
る
や
知
る
べ
か
ら

（
32
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

ず
」
と
警
戒
し
て
い
た
が
、
先
の
地
方
官
更
迭
に
加
え
、
大
浦
の
内
相
就
任
と
い
う
政
府
与
党
陣
営
の
総
選
挙
に
向
け
て
の
体
制
が
整
う

中
、
政
友
会
は
選
挙
を
戦
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
内
相
選
任
を
め
ぐ
る
各
勢
力
間
の
思
惑
及
び
確
執
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
第
二
次
大
隈
内
閣
に
お
け
る
政
党
と
元
老
」
（
五
四
～
七
頁
）
を
参

　
照
の
こ
と
。

（
2
）
　
「
内
務
省
と
大
浦
系
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
三
年
四
月
周
九
日
付
）
。
下
岡
は
、
枢
密
院
書
記
官
長
か
ら
の
抜
擢
で
あ
っ
た
。
当
時
の
内

務
省
は
、
「
原
系
と
大
浦
系
の
二
潮
流
が
載
然
と
し
て
分
か
れ
、
前
者
は
水
野
（
錬
太
郎
ー
筆
者
注
）
氏
、
後
者
は
下
岡
氏
其
の
実
権
を
把
り
、
大

浦
即
下
岡
の
観
を
呈
し
、
二
者
は
渾
然
一
体
と
し
て
外
観
に
映
じ
て
ゐ
た
」
（
三
峰
会
『
三
峰
　
下
岡
忠
治
伝
』
〈
三
峰
会
、
昭
和
五
年
一
一
月
〉
八

　
八
頁
）
。
ま
た
、
下
岡
は
、
政
友
会
の
党
弊
を
知
る
に
及
ん
で
漸
次
非
政
友
感
情
を
高
め
「
大
浦
子
、
山
縣
公
の
知
遇
加
は
る
に
連
れ
、
遂
に
は
、

　全力

を
挙
げ
て
政
友
会
と
決
死
戦
を
試
み
る
べ
き
覚
悟
に
到
達
し
た
。
大
隈
内
閣
成
立
当
時
、
下
岡
氏
は
伊
沢
氏
を
訪
ふ
て
、
懇
談
数
刻
に
亘
り
、
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両
人
誓
つ
て
、
大
隈
内
閣
の
援
護
と
政
友
会
の
打
破
を
約
し
た
の
も
之
が
為
め
で
あ
つ
た
」
と
い
う
（
同
上
書
、
一
〇
四
頁
）
。
安
河
内
は
、
製
鉄

所
次
長
か
ら
、
伊
沢
は
、
第
一
次
山
本
内
閣
の
原
内
相
下
、
新
潟
県
知
事
を
休
職
と
な
り
浪
人
の
身
か
ら
の
抜
擢
で
あ
っ
た
。
伊
沢
の
抜
擢
も
、
大

浦
の
熱
望
に
よ
り
、
下
岡
、
上
山
満
之
進
の
勧
誘
に
よ
り
実
現
し
た
（
『
伊
沢
多
喜
男
』
〈
羽
田
書
店
、
昭
和
二
六
年
V
一
〇
一
～
二
頁
）
。
但
し
、

同
書
に
よ
れ
ば
伊
沢
は
、
大
浦
の
警
察
政
治
に
は
批
判
的
で
あ
り
第
一
二
回
の
総
選
挙
で
も
公
平
に
努
め
た
の
で
、
同
志
会
内
の
彼
及
び
警
視
庁
首

脳
部
に
対
す
る
不
平
が
高
ま
っ
た
、
と
す
る
（
同
上
書
、
一
〇
三
ー
九
頁
）
。
ま
た
、
前
出
の
『
下
岡
伝
』
に
お
い
て
も
伊
沢
は
、
第
一
二
回
総
選

挙
に
際
し
「
所
謂
下
岡
君
は
政
治
家
と
し
て
、
政
務
官
と
し
て
非
常
に
此
の
選
挙
の
こ
と
に
関
係
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
私
は
唯
事
務
官
と
し
て
遠
方

か
ら
眺
め
』
た
（
五
七
九
頁
）
と
回
想
し
、
下
岡
と
は
一
線
を
画
し
、
公
平
に
努
め
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検

証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
　
「
大
隈
内
閣
の
成
立
』
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
三
年
四
月
耐
七
目
付
）
。

（
4
）
　
「
大
隈
内
閣
の
出
現
」
（
『
中
央
公
論
』
、
大
正
三
年
五
月
号
、
コ
ニ
頁
）
。

（
5
）
　
司
法
相
と
し
て
入
閣
し
た
尾
崎
は
、
「
大
隈
侯
の
内
務
大
臣
兼
任
は
、
名
ば
か
り
で
、
実
際
は
、
内
務
省
の
仕
事
は
、
す
べ
て
大
浦
農
相
に
さ

　
せ
る
と
い
ふ
内
約
が
し
て
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。
内
務
省
の
機
密
費
で
も
、
大
浦
子
の
自
由
に
さ
せ
た
ら
し
い
」
と
回
想
す
る
（
尾
崎
行
雄
『
嬰
堂

回
顧
録
・
下
巻
』
〈
雄
鶏
社
、
昭
和
二
七
年
〉
一
〇
六
頁
）
．

（
6
）
　
徳
富
猪
一
郎
『
大
浦
君
の
為
に
」
（
香
川
悦
次
編
『
大
浦
兼
武
伝
』
〈
博
文
館
、
大
正
十
年
十
月
V
三
四
四
頁
）
。

（
7
）
　
前
掲
「
第
二
次
大
隈
内
閣
下
の
政
友
会
」
、
一
二
三
～
五
頁
。

（
8
）
　
「
地
方
官
更
迭
評
▽
第
二
次
更
迭
あ
ら
ん
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
三
年
四
月
三
〇
目
付
）
。
ま
た
、
組
閣
時
の
風
評
と
し
て
内
相
候
補
に
大

浦
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
時
点
に
お
い
て
新
聞
は
、
既
に
内
務
省
内
に
官
僚
系
知
事
の
復
活
と
政
友
系
知
事
罷
免
の
噂
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
い
た
（
「
地
方
官
更
迭
説
」
〈
『
時
事
新
報
』
、
大
正
三
年
四
月
一
四
日
付
〉
）
。

（
9
）
　
大
正
三
年
四
月
一
二
日
付
・
原
敬
宛
久
保
田
政
周
書
簡
（
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
一
巻
』
〈
日
本
放
送
出
版
協
会
、
　
一
九
八
四
年
六
月
V
、
五
二

　
一
頁
〉
）
。

（
1
0
）
　
下
岡
内
務
次
官
談
「
地
方
長
官
更
迭
期
」
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
三
年
四
月
二
五
日
付
）
。

（
1
1
）
　
小
橋
は
、
か
か
る
更
迭
に
伴
い
地
方
局
長
よ
り
土
木
局
長
へ
転
任
と
な
っ
た
。
こ
の
人
事
に
つ
い
て
は
「
決
し
て
栄
転
と
は
受
け
取
れ
ず
」
、

後
任
の
地
方
局
長
に
は
徳
島
県
知
事
で
あ
っ
た
渡
辺
勝
三
郎
が
抜
擢
さ
れ
た
た
め
「
田
舎
武
士
た
る
渡
辺
氏
に
本
城
明
渡
し
と
あ
り
て
愈
以
て
其
感

を
深
ら
し
む
る
も
の
あ
り
」
と
評
さ
れ
た
（
注
（
8
）
に
同
じ
）
。
因
に
、
そ
の
後
小
橋
は
、
寺
内
正
毅
内
閣
の
水
野
錬
太
郎
内
相
、
さ
ら
に
原
敬
内

閣
の
床
次
竹
二
郎
内
相
下
で
内
務
次
官
に
抜
擢
さ
れ
る
と
と
も
に
、
原
内
閣
下
の
第
一
四
回
総
選
挙
で
は
、
熊
本
第
一
区
よ
り
政
友
会
候
補
と
し
て
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出
馬
し
、
当
選
を
果
す
。

（
12
）
　
政
友
系
知
事
の
判
別
基
準
は
明
確
で
は
な
い
の
で
、
各
紙
の
更
迭
評
に
は
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
安
藤
、
森
、
南
の
三
氏
は
、
次
の
各

紙
に
お
い
て
政
友
会
系
あ
る
い
は
原
系
の
旗
幟
鮮
明
な
人
物
と
し
て
共
通
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
三
年
四
月
二
九
日
付
．

　
『
時
事
新
報
』
、
同
目
付
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
同
月
三
〇
日
付
）
。

（
1
3
）
　
同
右
。

（
1
4
）
　
地
元
青
森
県
に
お
い
て
も
田
中
は
、
「
原
系
の
知
事
、
政
友
会
と
特
殊
関
係
の
下
に
任
用
さ
れ
た
り
な
ど
、
来
任
当
時
よ
り
早
く
も
種
々
取
り

沙
汰
せ
ら
れ
』
た
が
、
か
か
る
党
派
性
に
つ
い
て
は
「
格
別
懸
念
す
べ
き
程
の
事
あ
り
得
べ
し
と
も
想
は
れ
さ
り
し
な
り
」
（
「
知
事
更
迭
と
本
縣
」

〈
『
東
奥
日
報
』
、
大
正
三
年
五
月
二
日
付
〉
）
、
「
田
中
氏
の
休
職
は
気
の
毒
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
評
さ
れ
た
（
「
本
縣
知
事
も
更
迭
」
、
同
上
、

大
正
三
年
五
月
一
日
付
）
。

（
1
5
）
大
正
三
年
四
月
二
五
日
付
・
原
敬
宛
田
中
武
雄
書
簡
（
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
二
巻
』
〈
日
本
放
送
出
版
協
会
、
噺
九
八
四
年
一
〇
月
〉
一
八
二

　
頁
）
。

（
1
6
）
　
地
元
青
森
で
の
送
別
会
の
席
上
、
田
中
は
自
分
が
政
友
会
の
「
党
員
な
り
と
か
若
く
は
縣
政
友
会
の
為
め
に
私
を
行
へ
る
事
実
あ
ら
は
現
内
閣

諸
公
宜
し
く
摘
発
を
試
む
へ
し
」
と
憤
愚
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
現
内
閣
諸
公
が
施
政
振
り
税
制
改
廃
，
国
防
、
外
交
問
題
乃
至
陸
海
軍
革
正
等
の

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
跡
を
諸
君
と
共
に
環
視
せ
ん
」
と
皮
肉
っ
て
い
た
（
『
東
奥
日
報
』
、
大
正
三
年
五
月
四
日
付
）
．
ま
た
、
田
中
は
、
原
に
対
し
て
も
休
職
直
後
書
簡

　
に
て
、
か
か
る
罷
免
が
心
外
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
政
友
会
を
脱
会
し
た
県
会
議
員
が
い
ず
れ
も
品
格
劣
等
で
あ
り
彼
等
を

　
「
統
率
す
る
に
人
か
獣
か
判
明
な
ら
さ
る
寺
井
（
純
司
－
筆
者
注
）
醜
漢
を
以
て
せ
は
、
現
内
閣
の
基
礎
と
す
る
械
多
村
組
の
支
部
員
に
は
真
に
適

　
当
と
存
し
候
。
御
一
笑
賜
度
候
」
と
、
県
下
の
与
党
陣
営
に
対
す
る
強
い
調
子
の
批
判
を
書
き
送
っ
て
い
た
（
大
正
三
年
五
月
二
七
目
付
・
原
宛
田

中
書
簡
〈
前
掲
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
二
巻
』
、
『
八
二
頁
〉
）
。
尚
、
大
隈
内
閣
下
、
青
森
県
の
政
友
会
は
政
府
与
党
陣
営
に
切
り
崩
さ
れ
て
い
き

　
（
前
掲
「
第
二
次
大
隈
内
閣
下
の
政
友
会
」
、
一
二
三
～
四
頁
）
、
九
月
二
二
日
に
は
立
憲
同
志
会
青
森
県
支
部
発
会
式
が
挙
行
さ
れ
、
そ
の
座
長
は

　
八
月
に
政
友
会
を
脱
党
し
同
志
会
に
入
党
し
た
ば
か
り
の
工
藤
善
太
郎
代
議
士
が
務
め
た
．
当
然
の
こ
と
な
が
ら
右
書
簡
に
み
え
る
元
代
議
士
寺
井

　
も
．
か
か
る
発
会
式
に
参
列
し
た
（
『
東
奥
日
報
』
、
大
正
三
年
九
月
二
三
日
付
）
。

パ　　ハ　　パ　　ハ
20　19　18　17
）　　）　　）　　）

注
（
12
）
に
同
じ
。

「
地
方
長
官
更
迭
事
情
・
下
岡
内
務
次
官
弁
明
」
（
『
東
京
目
日
新
聞
』
、
大
正
三
年
四
月
二
九
日
付
）
。

鉄
拳
騨
「
政
争
圏
内
の
地
方
長
官
の
色
彩
」
（
『
中
央
公
論
』
、
大
正
三
年
六
月
号
、
四
、
七
頁
）
。

「
更
迭
と
政
友
会
・
結
束
し
て
起
た
ん
』
（
『
東
京
朝
目
新
聞
』
、
大
正
三
年
五
月
一
日
付
）
。
ま
た
、
政
友
会
の
機
関
誌
も

「
此
等
地
方
官
の
大
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更
迭
た
る
全
く
政
略
上
よ
り
出
で
た
る
も
の
な
る
こ
と
疑
ひ
を
容
れ
ざ
る
は
世
人
の
周
知
す
る
所
の
如
し
」
と
批
判
し
て
い
た
（
『
政
友
』
〈
大
正
三

年
五
月
二
五
日
．
第
耐
六
八
号
〉
四
七
頁
）
。

（
2
1
）
　
当
時
愛
知
県
知
事
で
あ
っ
た
松
井
茂
は
、
こ
う
し
た
部
長
を
含
む
大
幅
な
地
方
官
更
迭
に
よ
り
、
自
分
の
配
下
の
内
務
、
警
察
の
両
部
長
と
も

異
動
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
原
に
対
し
「
地
方
官
吏
の
交
迭
二
は
大
閉
口
、
又
々
此
迫
少
し
も
承
知
不
致
る
両
部
長
の
来
任
と
相
成
候
。
」
と
、

政
府
批
判
の
意
を
含
む
不
満
を
書
き
送
っ
て
い
た
（
大
正
三
年
六
月
二
二
日
付
・
原
宛
松
井
書
簡
〈
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
三
巻
』
、
日
本
放
送
出
版

協
会
、
一
九
八
五
年
、
二
五
六
頁
〉
）
。

（
22
）
　
「
地
方
官
第
二
次
更
迭
・
総
選
挙
の
準
備
か
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
三
年
六
月
コ
日
付
）
。

（
2
3
）
　
『
地
方
官
更
迭
評
』
（
『
東
京
朝
目
新
聞
』
、
大
正
三
年
六
月
一
〇
目
付
）
。

（
2
4
）
　
堤
は
、
原
宛
書
簡
に
お
い
て
岩
手
県
の
た
め
「
犬
馬
の
労
に
服
し
」
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
休
職
と
な
っ
た
こ
と
を
遺
憾
千
万
、
と
不
満
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
み
欠
力
〕

洩
ら
す
と
と
も
に
「
当
分
閑
居
身
神
の
修
養
鍛
錬
に
努
め
、
閣
下
（
原
－
筆
者
注
）
御
雄
飛
の
機
会
を
楽
し
居
可
申
候
。
」
と
し
、
原
に
秋
波
を
送
っ
て

　
い
た
（
大
正
三
年
六
月
二
日
付
・
原
宛
堤
書
簡
〈
前
掲
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
二
巻
』
、
二
五
三
頁
〉
）
。

（
2
5
）
　
「
地
方
官
更
迭
評
・
近
来
稀
有
の
大
更
迭
」
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
三
年
六
月
一
〇
日
付
）
。

（
2
6
）
　
『
原
敬
日
記
』
、
大
正
三
年
六
月
一
六
日
の
条
。

（
2
7
）
　
『
政
友
』
（
大
正
三
年
六
月
二
五
目
、
第
一
六
九
号
）
二
九
頁
。

（
2
8
）
　
注
（
2
2
）
に
同
じ
。
な
お
、
か
か
る
地
方
官
更
迭
に
つ
い
て
は
．
元
老
松
方
も
「
甚
だ
不
都
合
な
り
」
（
『
原
敬
日
記
』
、
大
正
三
年
七
月
二
〇

　
日
の
条
）
と
批
判
し
、
山
県
も
「
其
不
可
を
下
岡
内
務
次
官
に
注
意
」
（
同
上
、
大
正
三
年
八
月
一
日
の
条
）
し
た
と
い
う
。

（
29
）
　
例
え
ば
、
『
o
樺
太
漁
場
問
題
」
（
『
報
知
新
聞
』
、
大
正
三
年
五
月
二
九
日
付
・
夕
刊
）
、
「
Q
漁
場
事
件
調
査
』
（
同
上
、
六
月
二
日
付
）
、
「
・
政

友
会
の
罪
悪
』
（
同
上
、
六
月
三
日
付
）
。

（
3
0
）
　
『
原
敬
日
記
』
、
大
正
三
年
六
月
三
目
の
条
。
そ
の
後
も
平
岡
は
、
収
入
印
紙
や
郵
便
切
手
の
横
領
に
つ
い
て
疑
惑
を
持
た
れ
、
政
府
系
新
聞
の

報
じ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
例
え
ば
、
「
・
樺
太
事
件
発
展
乎
・
疑
問
と
さ
る
』
収
入
印
紙
問
題
』
〈
『
報
知
新
聞
』
、
大
正
三
年
七
月
二
八
日
付
〉
）
。

ま
た
、
大
隈
と
井
上
は
、
こ
の
平
岡
問
題
も
「
政
友
会
ト
提
携
ノ
結
果
」
生
じ
た
党
弊
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
た
〔
「
大
正
三
年
九
月
一
二
日
、
井

上
・
大
隈
会
見
記
」
（
山
本
四
郎
編
『
第
二
次
大
隈
内
閣
史
料
』
〈
以
下
、
『
大
隈
内
閣
史
料
』
と
略
す
〉
、
京
都
女
子
大
学
、
昭
和
五
四
年
、
一
二
五

頁
）
〕
。
平
岡
は
、
大
正
四
年
三
月
、
樺
太
沿
岸
の
漁
場
賃
貸
料
及
び
上
記
収
入
印
紙
と
郵
便
切
手
横
領
の
罪
で
起
訴
さ
れ
る
も
の
の
、
翌
五
年
五
月
、

東
京
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
証
拠
不
十
分
に
て
無
罪
判
決
を
受
け
る
（
『
法
律
新
聞
』
、
大
正
五
年
五
月
二
八
日
、
第
二
一
九
号
、
一
五
頁
）
。

（
3
1
）
　
前
掲
「
大
隈
内
閣
の
出
現
」
、
二
二
頁
。
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（
3
2
）
　
高
橋
是
清
男
談
「
総
選
挙
と
政
友
会
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
二
一
百
付
）
。
ま
た
、
杉
田
定
一
も
、
大
浦
の
内
相
就
任
は
『
大

隈
内
閣
成
立
当
時
よ
り
確
定
せ
る
事
実
に
て
何
等
不
思
議
な
る
出
来
事
に
非
ず
」
と
し
た
上
で
、
「
之
よ
り
愈
露
骨
に
地
方
官
更
迭
も
行
は
ん
、
選

挙
干
渉
も
な
さ
ん
」
と
談
じ
て
い
た
（
杉
田
定
一
氏
談
「
露
骨
に
干
渉
せ
ん
」
〈
『
中
央
新
聞
』
．
大
正
四
年
一
月
九
日
付
・
夕
刊
〉
）
。
さ
ら
に
、
大
浦

内
相
下
の
選
挙
干
渉
に
つ
い
て
は
、
政
友
会
だ
け
で
な
く
政
府
陣
営
に
居
た
司
法
相
の
尾
崎
も
危
惧
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
尾
崎
は
閣
議
の
席

上
、
「
地
方
官
が
選
挙
に
干
渉
し
た
ら
検
事
の
力
で
検
挙
さ
せ
る
と
宣
言
し
、
さ
ら
に
干
渉
監
視
の
た
め
検
事
を
特
別
に
働
か
せ
る
費
用
と
し
て
司

法
省
の
機
密
費
を
多
少
増
加
さ
せ
、
こ
れ
を
各
裁
判
所
に
配
布
し
『
警
察
官
が
言
う
こ
と
を
聞
か
ね
ば
別
に
人
を
や
と
っ
て
非
違
者
を
検
挙
せ
よ
。

政
府
の
役
人
で
も
容
赦
は
い
ら
ぬ
』
と
命
令
し
た
』
と
い
う
（
前
掲
『
男
堂
回
顧
録
・
下
巻
』
，
一
二
二
頁
）
。

（
3
3
）
　
大
浦
の
内
相
就
任
に
伴
い
、
翌
八
目
、
地
方
官
の
小
更
迭
が
実
施
さ
れ
た
．
こ
れ
に
よ
り
香
川
県
の
川
村
竹
治
、
徳
島
県
の
秦
豊
助
が
知
事
を

休
職
と
な
っ
た
が
、
両
者
は
い
ず
れ
も
政
友
系
と
目
さ
れ
て
い
た
（
「
地
方
官
更
迭
評
」
〈
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
一
〇
日
付
〉
）
。

第
二
章
政
友
会
へ
の
逆
風

第12回衆議院議員総選挙と政友会

　
大
隈
内
閣
成
立
以
来
、
国
内
に
高
揚
し
て
い
た
大
隈
人
気
が
、
第
一
二
回
総
選
挙
に
お
い
て
も
政
友
会
の
逆
風
と
な
っ
た
こ
と
は
、
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
正
四
年
の
年
明
け
早
々
の
新
聞
は
、
大
隈
が
老
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
難
局
を
引
き
受
け
た
こ
と
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

す
る
同
情
禁
じ
能
わ
ざ
る
も
の
あ
り
、
と
し
当
時
の
一
般
の
国
民
感
情
を
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
総
選
挙
直
後
の
雑
誌
々
上
に
お
い
て
も
、

世
の
識
者
は
大
隈
を
一
代
の
法
螺
吹
き
、
無
責
任
な
煽
動
家
と
評
す
る
が
、
一
般
の
大
隈
像
が
こ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
紹

介
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
世
人
は
大
隈
伯
を
「
世
界
的
偉
人
」
に
、
宗
教
家
は
彼
を
「
俗
界
に
於
け
る
道
徳
の
権
化
」
に
、
株
屋
、
銀

行
家
、
実
業
家
等
は
「
金
儲
け
の
守
本
尊
」
に
、
少
年
は
二
生
の
理
想
」
と
な
し
、
老
人
は
「
彼
に
肖
り
て
老
い
て
益
々
壮
な
ら
ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
を
希
ふ
」
と
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
各
界
各
層
に
お
い
て
各
々
の
理
想
像
を
幻
想
さ
せ
た
大
隈
人
気
が
選
挙
戦
に
も
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
正
四
年
一
月
一

七
日
の
上
野
精
養
軒
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
大
隈
伯
後
援
会
が
大
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
端
緒
を
既
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
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ハ
ヨ
レ

「
政
府
側
の
総
選
挙
に
対
す
る
示
威
運
動
の
第
一
着
手
」
と
目
さ
れ
た
同
大
会
に
は
．
大
隈
は
も
と
よ
り
、
閣
僚
、
与
党
政
治
家
、
経
済

界
や
新
聞
界
の
関
係
者
等
，
一
千
名
を
越
す
人
々
が
参
集
し
、
政
友
会
の
機
関
誌
も
不
承
不
承
な
が
ら
そ
の
賑
い
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か

　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
月
下
旬
に
は
、
こ
の
大
隈
伯
後
援
会
の
支
部
が
殆
ど
全
国
各
地
に
設
立
さ
れ
て
い
た
。

　
原
は
、
右
の
如
く
千
名
を
越
え
る
人
々
を
吸
引
し
、
全
国
に
後
援
会
を
陸
続
設
立
さ
せ
る
だ
け
の
人
気
を
博
し
た
大
隈
と
の
対
決
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
選
挙
戦
に
お
い
て
は
各
陣
営
の
指
揮
官
と
目
さ
れ
た
大
隈
と
原
が
対
比
さ
れ
た
た
め
、
両
者
の
威

望
の
相
違
が
勝
敗
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
指
摘
す
る
も
の
も
い
た
。
例
え
ば
、
三
宅
雪
嶺
は
、
「
当
時
大
隈
の
声
望
隆
々
」
、
「
世

界
的
大
人
物
」
な
る
に
対
し
、
「
声
望
を
全
く
失
っ
た
原
は
辛
う
じ
て
政
界
の
一
隅
に
蟄
居
す
る
の
み
」
、
し
た
が
っ
て
大
隈
の
与
党
が
総

選
挙
で
訴
え
た
こ
と
は
「
我
党
の
首
領
は
大
隈
伯
、
政
友
会
は
原
君
、
大
隈
伯
と
原
君
と
敦
れ
の
優
る
や
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
解

散
の
引
き
金
と
な
っ
た
増
師
問
題
は
後
景
に
退
き
、
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
「
大
隈
と
原
と
の
優
劣
論
」
で
あ
り
、
前
者
は
「
維
新
以
来
の

英
傑
に
し
て
現
に
伯
爵
」
．
後
者
は
「
官
僚
に
附
随
し
て
身
を
起
こ
し
、
今
尚
ほ
無
爵
の
身
と
説
く
や
、
選
挙
民
は
酒
活
相
ひ
率
ゐ
て
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

者
を
離
れ
、
前
者
を
迎
ふ
」
、
と
し
た
。
確
か
に
、
三
宅
の
か
か
る
評
論
に
あ
る
如
く
、
選
挙
戦
渦
中
の
新
聞
の
社
説
は
、
今
回
の
総
選

挙
が
「
今
後
の
総
理
大
臣
と
し
て
大
隈
伯
と
原
敬
君
と
何
れ
を
信
用
す
る
か
を
決
し
、
其
信
用
す
べ
き
内
閣
を
支
持
す
べ
き
候
補
者
に
向

っ
て
投
票
す
べ
き
な
り
」
と
論
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大
正
天
皇
の
即
位
の
大
典
を
行
な
う
に
際
し
「
大
隈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

内
閣
と
原
内
閣
何
れ
を
可
と
す
る
や
を
決
」
す
る
選
挙
で
あ
る
、
と
も
評
し
た
。
該
社
説
は
、
い
ず
れ
を
支
持
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
論

評
を
避
け
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
論
旨
に
照
ら
し
大
隈
内
閣
支
持
へ
と
読
者
を
明
ら
か
に
誘
導
し
て
い
た
。
有
権
者
の
選
択
に
際
し
、
大

隈
と
原
の
首
相
と
し
て
の
威
望
及
び
適
性
が
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
総
選
挙
直
後
、
貴
族
院
の
領
袖
で
あ
っ
た
田
健
治
郎
は
、

政
府
与
党
の
勝
因
を
「
大
隈
伯
て
ふ
旗
印
に
負
ふ
所
少
か
ら
ず
」
と
し
た
上
で
、
政
友
会
も
「
西
園
寺
侯
に
し
て
政
友
会
総
裁
た
り
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

同
会
も
斯
く
迄
に
勢
力
を
失
墜
せ
ざ
り
し
」
と
談
じ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
大
隈
に
比
し
、
さ
ら
に
西
園
寺
に
比
し
威
望
の
劣
る
原
が
党

首
で
あ
っ
た
こ
と
が
政
友
会
を
大
敗
へ
導
い
た
と
の
間
接
的
指
摘
で
あ
っ
た
。
加
う
る
に
、
こ
う
し
た
視
点
よ
り
選
挙
結
果
を
分
析
す
る
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者
は
、
党
外
の
み
な
ら
ず
政
友
会
内
に
も
い
た
。
例
え
ば
、
幹
事
長
の
経
験
も
あ
る
横
田
千
之
助
は
、
自
党
の
敗
因
の
一
つ
に
、
「
伊
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

公
逝
き
、
西
園
寺
侯
去
り
、
松
田
男
逝
き
て
」
以
来
、
漸
次
生
じ
つ
つ
あ
る
政
友
会
か
ら
の
人
心
の
離
反
を
挙
げ
て
い
た
。
党
首
と
し
て

の
原
の
責
任
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
横
田
の
論
評
も
、
大
隈
に
対
抗
し
人
望
を
集
め
う
る
指
導
者
を
欠
い
た
こ
と

が
、
政
友
会
大
敗
の
一
因
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
選
挙
戦
の
趨
勢
に
影
響
を
与
え
た
指
揮
官
の
対
比

は
、
そ
の
閲
歴
や
威
望
だ
け
で
な
く
実
際
の
選
挙
活
動
の
積
極
性
に
お
い
て
も
象
徴
的
に
取
り
挙
げ
ら
れ
た
。

　
＝
一
月
二
六
日
の
解
散
直
後
、
大
隈
は
政
府
案
に
賛
成
し
た
代
議
士
を
招
待
し
た
午
餐
会
の
席
上
、
「
此
総
選
挙
に
は
余
も
老
躯
を
提
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

て
陣
頭
に
立
つ
事
も
厭
は
ざ
る
考
な
り
」
と
し
、
選
挙
戦
の
先
頭
に
自
ら
立
つ
決
意
を
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
こ
の
決
意
通
り
大
隈

は
、
与
党
候
補
者
応
援
の
た
め
の
演
説
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
大
阪
、
金
沢
方
面
へ
も
遊
説
旅
行
を
試
み
、
そ
の
途
中
の
駅
で
は
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

名
な
車
窓
演
説
を
行
い
選
挙
民
の
支
持
拡
大
に
努
め
た
。
ま
た
、
こ
の
大
隈
の
行
動
に
従
い
陸
海
内
相
を
除
く
殆
ど
全
て
の
閣
僚
が
全
国

に
選
挙
遊
説
を
行
な
っ
た
が
、
一
月
三
日
の
同
志
会
総
務
会
の
席
上
、
同
党
は
、
「
大
隈
首
相
も
二
月
上
旬
よ
り
各
国
務
大
臣
を
率
ゐ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

陣
頭
に
起
ち
全
国
に
大
遊
説
を
試
む
る
と
の
こ
と
な
れ
ば
其
際
は
党
と
し
て
臨
機
の
手
段
を
講
ず
る
こ
と
」
と
し
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る

こ
と
を
早
々
に
決
定
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
隈
は
自
ら
の
演
説
を
録
音
し
た
レ
コ
ー
ド
を
頒
布
し
た
り
、
与
党
候
補
者
の
推
薦
状
を
配

布
す
る
だ
け
で
な
く
、
投
票
目
の
一
両
日
前
に
は
大
隈
名
義
を
以
て
、
金
沢
市
、
前
橋
市
、
其
他
全
国
幾
多
の
地
方
有
権
者
に
、
与
党
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

補
者
へ
の
投
票
依
頼
電
報
を
数
万
通
発
送
し
て
い
た
。

　
右
の
如
く
政
府
与
党
陣
営
が
老
齢
の
大
隈
を
先
頭
に
遊
説
等
、
種
々
の
選
挙
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
政
友
会

の
そ
れ
は
巷
間
に
お
い
て
不
活
発
と
見
敏
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
党
首
の
原
が
、
大
隈
の
よ
う
に
遊
説
の
先
陣
を
切
ら
ず
消
極
的
姿
勢
を
と

り
続
け
た
こ
と
は
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
選
挙
戦
渦
中
に
お
い
て
新
聞
は
、
政
友
会
は
攻
勢
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
ゆ
え
「
其

首
領
た
る
も
の
は
、
真
先
に
進
ん
で
国
中
に
遊
説
し
国
民
の
前
に
其
所
信
を
披
歴
し
、
以
て
政
府
の
不
信
任
を
訴
へ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

一
事
は
首
領
第
一
の
任
務
と
心
得
べ
き
所
の
も
の
な
る
に
之
を
他
の
領
袖
に
委
し
て
自
ら
出
馬
せ
ざ
る
は
如
何
」
と
難
じ
た
。
さ
ら
に
、
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選
挙
後
の
評
に
お
い
て
も
、
政
府
陣
営
が
党
人
出
身
政
治
家
だ
け
で
な
く
若
槻
礼
次
郎
の
よ
う
な
官
僚
出
身
の
閣
僚
ま
で
席
温
ま
る
こ
と

な
き
ほ
ど
各
所
を
遊
説
し
た
の
に
比
し
、
政
友
会
に
て
は
選
挙
委
員
の
諸
氏
が
多
少
遊
説
せ
る
の
み
、
「
原
総
裁
に
至
り
て
は
、
芝
の
蝸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

盧
に
蟄
し
て
幾
ん
と
寸
歩
も
出
で
ざ
り
し
が
如
き
は
、
余
り
に
懸
隔
な
る
に
非
ず
や
」
と
邪
椰
さ
れ
、
か
か
る
原
の
姿
勢
は
「
政
友
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

多
年
多
数
党
の
地
位
に
慣
れ
、
自
ら
官
僚
的
臭
味
を
滞
び
て
ぎ
た
一
斑
を
示
す
も
の
」
と
さ
え
酷
評
さ
れ
た
。

　
以
上
の
如
く
政
府
陣
営
と
対
比
し
、
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
政
友
会
の
選
挙
運
動
の
不
振
は
、
指
揮
官
の
威
望
及
び
行
動
に
原
因
の
一
端

が
求
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
、
同
党
が
攻
勢
を
と
り
に
く
い
事
情
が
種
々
存
在
し
た
。

　
第
一
に
、
政
友
会
が
野
党
と
な
り
、
従
前
の
如
く
鉄
道
拡
張
や
河
川
改
修
等
、
地
方
利
益
誘
導
の
積
極
政
策
を
掲
げ
地
方
選
挙
民
の
歓

心
を
得
る
手
法
が
効
果
的
で
な
く
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
大
隈
内
閣
成
立
後
に
公
け
に
さ
れ
た
次
の
論
評
に

既
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
野
党
と
な
っ
た
政
友
会
は
、
「
恰
も
猿
の
木
よ
り
落
ち
た
る
如
き
」
で
あ
り
、
従
前
の
積

極
政
策
も
与
党
と
し
て
実
行
し
う
る
立
場
に
あ
っ
た
時
は
「
地
方
の
無
智
輩
を
し
て
難
有
さ
を
感
ぜ
し
む
可
け
れ
。
然
ら
ざ
る
に
於
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

其
難
有
味
も
甚
だ
薄
き
の
み
な
ら
ず
」
、
む
し
ろ
「
今
日
の
場
合
に
依
然
積
極
方
針
の
一
天
張
り
は
心
あ
る
も
の
』
畷
笑
を
招
き
却
て
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

す
く
人
気
を
失
ふ
可
き
の
み
」
と
評
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

　
こ
の
よ
う
に
野
党
に
転
落
し
地
方
選
挙
民
を
引
き
つ
け
る
好
題
目
を
失
っ
た
政
友
会
は
、
政
府
攻
撃
の
た
め
の
有
効
な
材
料
を
も
見
い

出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
政
友
会
は
、
後
段
に
お
い
て
改
め
て
論
及
す
る
政
府
の
選
挙
干
渉
を
批
判
し
た
が
、
こ
れ
は
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

党
の
与
党
時
代
に
も
な
さ
れ
た
こ
と
と
見
倣
さ
れ
、
政
府
陣
営
へ
の
効
果
的
打
撃
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
解
散
の
引
き
金
に
な
っ

た
増
師
問
題
も
前
出
の
三
宅
評
に
も
言
及
さ
れ
て
い
た
如
く
、
大
隈
人
気
の
前
に
後
景
に
追
い
や
ら
れ
た
。
し
か
も
、
こ
の
問
題
に
っ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

て
の
政
友
会
の
党
議
決
定
は
、
あ
く
ま
で
増
師
一
年
延
期
後
の
再
検
討
で
あ
り
、
こ
れ
を
全
面
否
定
し
た
強
硬
論
で
は
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
新
聞
が
「
増
師
案
に
対
す
る
政
府
と
政
友
会
と
の
意
見
の
相
違
は
、
唯
之
が
予
算
計
上
期
に
於
て
一
年
の
遅
速
あ
る
の
み
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

た
上
で
、
「
斯
く
て
は
政
友
会
が
増
師
案
を
以
て
総
選
挙
の
題
目
と
せ
ん
こ
と
は
、
其
根
拠
余
り
に
薄
弱
な
り
」
と
評
し
た
如
く
、
増
師
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（
2
2
）

問
題
は
与
野
党
対
立
の
争
点
と
し
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
に
政
友
会
が
政
府
攻
撃
の
有
効
な
材

料
を
欠
く
中
、
逆
に
政
府
陣
営
は
、
政
友
会
の
与
党
時
代
の
種
々
の
事
跡
を
失
政
と
し
て
効
果
的
に
衝
く
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
政

友
会
が
シ
ー
メ
ソ
ス
事
件
を
め
ぐ
り
第
一
次
山
本
内
閣
を
支
援
し
た
と
の
批
判
は
、
好
個
の
例
と
い
え
よ
う
。
総
選
挙
後
に
原
は
、
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

る
攻
撃
を
事
実
無
根
と
し
て
一
蹴
し
た
も
の
の
、
同
時
に
、
そ
れ
が
「
俗
耳
に
入
り
易
」
い
批
判
で
あ
っ
た
と
し
、
政
府
陣
営
の
政
友
会

打
破
に
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
原
は
、
政
友
会
が
数
年
の
間
、
朝
に
あ
り
隆
盛
で
あ
っ
た
こ
と
へ
の

一
般
の
反
感
が
あ
り
、
反
対
に
現
政
府
当
事
者
は
野
に
あ
っ
た
た
め
、
右
の
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
を
め
ぐ
る
批
判
に
代
表
さ
れ
る
如
く
、

「
彼
は
攻
勢
」
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
「
我
は
如
何
に
し
て
も
弁
明
説
明
に
陥
り
て
攻
勢
に
転
じ
が
た
ぎ
事
情
」
が
あ
っ
た
と
、
従
前
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

の
経
緯
か
ら
生
じ
た
自
党
の
苦
境
を
吐
露
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
新
聞
を
中
心
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
の
動
向
も
、
政
友
会
を
逆
境
へ
と
追
い
込
ん
だ
。
総
選
挙
後
に
原
が
「
新
聞
紙
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

多
く
政
府
方
に
て
我
党
を
諌
謎
中
傷
し
た
」
と
記
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
の
大
勢
は
、
大
隈
内
閣
支
持
に

傾
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
存
研
究
に
お
い
て
も
種
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
前
述
の
大
隈
伯
後
援
会
と
大

浦
の
内
相
就
任
を
め
ぐ
る
新
聞
論
調
を
通
じ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
の
か
か
る
姿
勢
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
先
述
の
如
く
一
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
大
隈
伯
後
援
会
に
は
、
多
く
の
閣
僚
が
出
席
し
演
説
し
た
。
演
説
内
容
は
、
原
が
「
政
友
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

に
対
し
悪
罵
を
な
し
た
る
の
み
」
と
し
、
元
田
も
そ
の
大
半
は
「
政
友
会
の
罵
署
誕
誘
に
埋
め
」
ら
れ
て
い
た
と
反
発
し
た
如
く
、
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

調
子
の
政
友
会
批
判
が
そ
こ
で
は
展
開
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
原
は
、
こ
の
「
後
援
会
は
早
稲
田
大
学
出
身
の
会
な
り
と
云
ふ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
29
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

今
は
全
く
の
政
治
団
体
の
観
を
な
せ
り
」
と
し
、
元
田
も
こ
れ
を
政
治
的
色
彩
を
帯
び
た
「
私
党
」
と
断
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う

し
た
政
友
会
陣
営
の
反
発
と
は
対
照
的
に
、
一
般
の
新
聞
は
、
か
か
る
大
会
を
好
意
的
に
報
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
む
し
ろ
大
隈
人
気
を
積
極

的
に
盛
り
上
げ
る
役
割
を
果
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
大
隈
伯
後
援
会
を
伯
の
一
私
党
と
一
方
に
お
い
て
見
倣
し
た
『
東
京
日
目
新
聞
』
の

社
説
も
、
他
方
に
お
い
て
閣
僚
出
席
の
大
会
は
「
国
民
と
共
に
政
治
を
行
は
ん
と
す
る
精
神
を
実
現
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
憲
政
上
の
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（
訂
）

一
進
歩
と
称
し
て
可
な
る
を
覚
ゆ
」
と
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
原
は
、
こ
の
大
会
の
政
友
会
批
判
に
満
ち
た
閣
僚
演
説
を
「
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

府
側
の
新
聞
は
之
を
政
見
発
表
な
り
と
称
賛
せ
り
」
と
椰
楡
し
て
い
た
が
、
彼
の
か
か
る
言
辞
か
ら
も
大
隈
人
気
を
煽
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
界
の
親
政
府
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
姿
勢
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
政
府
批
判
の
鉾
先
を
も
鈍
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と

は
先
述
し
た
大
浦
の
内
相
就
任
に
対
す
る
論
評
に
象
徴
的
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
大
浦
の
従
前
よ
り
の
経
歴
に
照
ら

し
て
み
る
時
、
彼
の
内
相
就
任
は
、
政
府
に
よ
る
激
し
い
選
挙
干
渉
を
予
想
さ
せ
強
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

先
述
の
如
く
政
友
会
か
ら
の
批
判
は
な
さ
れ
た
も
の
の
、
巷
間
に
お
い
て
か
か
る
人
事
に
対
す
る
攻
撃
が
先
鋭
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
社
説
は
、
大
浦
の
従
前
の
辛
辣
露
骨
な
遣
口
に
つ
い
て
は
世
間
の
疑
惑
を
招
く
故
、
反
省

を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
一
方
に
お
い
て
牽
制
し
つ
つ
も
、
他
方
「
吾
人
は
大
浦
内
相
を
以
て
、
一
部
人
士
が
云
ふ
が
如
く
警
察
政
治
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

代
表
と
な
し
、
悪
辣
政
治
家
の
典
型
と
な
す
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
弁
じ
て
い
た
。
同
様
に
『
読
売
新
聞
』
の
社
説
も
、
大
浦
子
も
政
界
も

今
と
昨
と
は
全
然
異
な
る
ゆ
え
彼
が
「
昔
日
の
如
き
悪
辣
無
謀
を
極
む
可
し
と
は
信
じ
ら
れ
ず
、
殊
に
大
隈
首
相
は
、
総
て
そ
の
行
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

於
て
立
憲
な
る
事
を
標
榜
す
る
人
た
り
、
必
ず
や
反
対
党
の
杷
憂
せ
る
が
如
き
非
立
憲
を
敢
え
て
す
可
し
と
は
信
ず
る
能
は
ず
」
と
評
し

た
。
大
隈
へ
の
過
度
の
好
感
と
期
待
に
胸
躍
ら
せ
て
い
た
同
社
説
子
は
、
大
浦
の
内
相
就
任
へ
の
批
判
を
自
粛
し
、
む
し
ろ
こ
れ
を
楽
観

視
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
紹
介
し
た
具
体
的
な
論
評
を
通
じ
看
取
で
き
る
如
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
の
大
勢
は
、
親
政
府
に
傾
き
、
政
友
会
と
は
総
じ
て

敵
対
関
係
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
先
の
原
の
言
辞
に
既
に
示
さ
れ
て
い
た
が
、
選
挙
戦
最
中
に
床
次
竹
二

郎
が
、
政
友
会
の
不
振
を
報
じ
る
新
聞
に
反
論
し
た
次
の
談
話
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
．
す
な
わ
ち
、
「
政
友
会
は
全
国
に
於
て
不
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

望
な
り
と
云
ふ
も
升
は
新
聞
紙
上
に
不
人
望
な
る
の
み
。
要
す
る
に
我
党
は
今
期
の
政
変
に
際
し
、
全
国
の
新
聞
紙
を
向
ふ
に
廻
し
奮
闘

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

を
続
け
つ
』
あ
る
故
を
以
て
不
人
気
は
選
挙
に
影
響
を
及
ぽ
さ
ず
（
傍
点
筆
者
）
」
と
、
論
駁
の
中
に
お
い
て
、
政
友
会
が
全
国
的
に
新
聞
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と
対
立
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
政
友
会
が
、
反
対
派
の
新
聞
に
囲
ま
れ
自
派
の
そ
れ
が
皆
無
に
近
い

と
い
う
逆
境
下
に
位
置
し
た
こ
と
は
、
広
島
県
を
視
察
し
た
宗
像
政
が
、
二
月
初
頭
に
原
に
宛
て
た
報
告
の
中
に
も
見
い
出
す
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

き
た
．
広
島
県
知
事
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
た
経
歴
を
持
ち
、
自
ら
も
第
二
一
回
総
選
挙
に
熊
本
県
郡
部
よ
り
政
友
会
候
補
と
し
て
出
馬

す
る
こ
と
に
な
る
宗
は
、
か
か
る
報
告
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
．

　
　
其
（
広
島
県
）
実
際
ハ
更
二
一
層
悲
観
せ
ざ
る
を
得
ず
。
東
京
大
坂
の
新
聞
は
例
二
依
リ
テ
例
の
如
く
、
当
地
の
新
聞
は
挙
け
て
反
対
二
し
て
、
我

　
二
一
の
新
聞
な
し
．
人
気
の
良
好
な
ら
ざ
る
推
し
て
知
る
べ
き
の
み
。
一
の
新
聞
を
有
セ
ざ
る
本
県
政
友
会
と
し
て
ハ
、
此
際
盛
二
演
説
会
の
利
益
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
利
用
す
る
外
二
策
な
き
を
信
ず
。
思
ふ
に
此
の
必
要
は
独
り
本
県
の
み
に
あ
ら
ず
し
て
、
同
一
の
事
情
の
下
二
在
る
地
方
少
か
ら
ざ
る
べ
し
。

　
右
の
よ
う
に
書
い
た
宗
は
、
同
県
政
友
会
候
補
の
井
上
角
五
郎
と
望
月
圭
介
の
一
日
も
早
い
帰
県
と
同
地
に
お
け
る
積
極
的
な
演
説
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

動
を
原
に
要
請
し
て
い
た
が
．
自
党
派
の
新
聞
を
欠
き
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
政
友
会
の
姿
を
象
徴
的
に
物
語
る
出
来
事
と
い
え
よ
う
。

　
第
三
に
、
経
済
界
の
大
勢
も
政
府
支
援
に
傾
い
て
い
た
こ
と
は
、
政
友
会
に
と
り
逆
風
と
な
っ
た
．
大
隈
が
首
相
の
座
に
あ
り
、
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

界
に
多
大
の
影
響
力
を
有
す
る
井
上
が
、
内
閣
支
持
・
反
政
友
会
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
た
こ
と
は
、
政
府
陣
営
と
財
界
と
の
提
携
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

寄
与
し
た
の
で
あ
る
．
例
え
ば
、
総
選
挙
を
控
え
大
浦
内
相
は
、
「
政
府
筋
と
実
業
家
の
連
絡
ト
ハ
各
職
業
に
従
ひ
、
着
々
会
合
可
能
」

と
し
、
財
界
と
の
連
携
に
楽
観
的
見
通
し
を
抱
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
浦
の
か
か
る
展
望
を
記
し
た
井
上
宛
望
月
小
太
郎
書
簡
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

政
府
と
財
界
関
係
者
と
の
「
会
合
に
ハ
必
ず
渋
沢
（
栄
一
－
筆
者
注
）
男
を
列
席
せ
し
め
、
男
を
し
て
此
等
産
業
社
界
と
政
府
筋
と
の
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）

点
た
ら
し
む
る
様
」
望
月
が
大
浦
に
進
言
し
賛
同
を
得
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
因
に
、
望
月
は
、
こ
の
書
簡
を
記
す
前
日
、
井
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

の
伝
言
と
元
老
の
意
向
等
を
伝
え
る
べ
く
渋
沢
を
既
に
訪
問
し
て
い
た
が
、
こ
の
望
月
訪
問
二
日
後
の
二
月
九
目
、
渋
沢
は
早
速
大
浦
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
〉

相
を
官
舎
に
訪
れ
会
談
し
て
い
た
。
続
く
二
七
日
、
渋
沢
は
大
隈
邸
を
訪
れ
中
野
武
営
、
添
田
寿
一
を
も
交
え
会
談
し
た
際
、
「
候
補
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

援
助
ノ
事
二
関
シ
テ
種
々
ノ
談
話
」
を
か
わ
し
て
い
た
。
援
助
の
具
体
的
内
容
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
か
か
る
一
連
の
動
き
は
、
選

挙
を
前
に
し
て
の
政
府
陣
営
と
財
界
と
の
提
携
の
一
斑
を
う
か
が
わ
せ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
財
界
か
ら
政
府
陣
営
に
選
挙
資
金
が
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流
れ
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
例
え
ば
、
望
月
が
大
隈
首
相
と
会
談
し
た
内
容
を
井
上
に
報
告
し
た
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
選
挙
費
の
こ
と
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
千
吉
郎
〕
　
〔
琢
暦
〕

て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
尚
軍
資
之
件
二
関
し
て
ハ
伯
（
大
隈
）
ハ
今
夜
三
井
の
早
川
・
団
二
氏
相
招
居
候
。
又
原
田
・
久
原
二
氏
へ
も
伯
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

子
（
大
浦
）
よ
り
電
報
上
京
催
し
居
候
」
と
し
て
い
た
。
こ
の
書
簡
の
み
か
ら
、
実
際
に
選
挙
資
金
が
流
れ
た
と
速
断
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ

が
、
少
な
く
と
も
政
府
陣
営
か
ら
財
界
に
か
か
る
援
助
依
頼
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
選
挙
直
後
、
原
は
、
投
票
日
直

前
の
三
月
二
三
、
四
目
に
政
府
与
党
候
補
者
の
資
金
が
潤
沢
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
総
額
百
六
十
万
円
に
達
す
る
資
金
が
岩
崎
、
三
井
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

大
倉
、
安
田
等
よ
り
流
れ
た
と
の
風
説
が
あ
る
、
と
記
し
て
い
た
。
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
は
検
証
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も

原
を
し
て
か
か
る
巷
説
を
日
記
に
記
述
さ
せ
る
ほ
ど
、
選
挙
に
際
し
て
の
政
府
陣
営
と
財
界
と
の
連
携
は
、
政
友
会
に
と
り
脅
威
と
な
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
如
く
、
政
友
会
は
、
党
首
の
原
が
人
気
絶
頂
に
あ
っ
た
大
隈
と
の
比
較
を
強
い
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
政
府
攻
撃
の
有
効
打
を

欠
き
、
さ
ら
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
や
経
済
界
の
大
勢
も
親
政
府
に
傾
く
逆
境
下
で
の
選
挙
を
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
総
選
挙
大
観
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
二
日
付
）
。

　
（
2
）
　
「
総
選
挙
後
の
新
政
局
を
論
ず
」
（
『
中
央
公
論
』
、
大
正
四
年
五
月
号
、
六
頁
）
．
ま
た
、
大
隈
人
気
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
大
正
政
変
』

　
　
（
一
八
九
頁
）
、
前
掲
『
日
本
近
代
史
大
系
・
5
』
（
三
八
～
三
九
頁
）
等
を
参
照
の
こ
と
。

ハ　パ　ハ　ハ　パ

76543）　）　）　）　）伯
か
原
君
か

挙
が
両
者
間
の
選
択
を
意
味
す
る
こ
と
を
強
調
し
続
け
た
。

（
8
）
　
田
健
治
郎
談
「
邦
家
の
為
に
慶
ぶ
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、

「
閣
僚
政
戦
の
第
一
着
？
・
六
大
臣
大
隈
伯
後
援
会
に
臨
む
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
一
九
日
付
）
。

「
時
事
・
大
隈
伯
後
援
会
」
（
『
政
友
』
〈
大
正
四
年
二
月
二
百
、
第
一
七
七
号
〉
二
八
頁
）
。

前
掲
『
日
本
近
代
史
大
系
・
5
』
、
三
九
頁
。

三
宅
雪
嶺
『
人
物
論
』
（
千
倉
書
房
、
昭
和
一
四
年
三
月
）
一
四
四
頁
。

「
総
選
挙
の
意
味
（
投
票
の
標
準
）
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
二
月
顔
五
日
付
）
。
尚
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
、

　
　
　
（
総
選
挙
の
真
義
）
」
（
同
年
三
月
二
日
付
）
、
「
大
隈
伯
か
原
君
か
再
（
総
選
挙
の
帰
結
）
」
（
同
年
三
月
六
日
付
）

大
正
四
年
三
月
二
九
目
付
）
。

同
旨
の
社
説
「
大
隈

と
、
第
一
二
回
総
選
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パ　　　　　ハ　　ハ　　ハ　　パ　　ハ

1514131211109
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）の

姿
勢
に
内
心
疑
念
を
抱
い
て
い
る
老
が
い
た
．

よ
り
同
党
候
補
と
し
て
出
馬
し
当
選
を
果
す
こ
と
に
な
る
川
村
数
郎
は
、

と
説
い
て
い
た
．

話
』
、

五
頁
）

足
、

地
元
の
反
感
を
抱
ぎ
、

摘
し
て
い
た

も
大
岡
の
遊
説
に
つ
い
て
は

　
せ
た
な
ど
は
、

大
正
三
年
八
月
一
日
、

（
16
）

（
17
）

（
1
8
）員

は
次
の
よ
う
に
談
じ
て
い
た
。

　
の
有
り
難
味
を
始
め
て
知
っ
た
」

　
た
事
情
が
あ
る
た
め
、

千
載
一
遇
の
我
党
内
閣
を
威
張
り
度
い
と
あ
っ
て
、
遊
説
希
望
者
が
有
り
余
る
程
で
あ
る
の
は
滑
稽
で
あ
る
、
と
椰
楡
す
る
評
論
さ
え
な
さ
れ
た
（
前

横
田
弁
護
士
談
「
選
挙
所
感
」
（
『
法
律
新
聞
』
〈
大
正
四
年
四
月
五
目
、
第
一
〇
〇
四
号
V
一
三
頁
）
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
三
年
二
一
月
二
七
日
付
。

前
掲
『
日
本
近
代
史
大
系
・
5
』
、
三
八
～
九
頁
。

『
東
京
日
目
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
五
目
付
。

『
立
憲
政
友
会
史
・
補
訂
版
第
四
巻
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年
、
＝
二
七
～
八
頁
）
。

「
両
党
首
領
の
態
度
」
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
四
年
三
月
四
日
付
）
。

松
井
柏
軒
「
総
選
挙
の
後
」
（
『
中
央
公
論
』
〈
大
正
四
年
四
月
号
・
春
期
大
附
録
号
〉
九
六
頁
）
．
ま
た
、
政
友
会
陣
営
内
に
も
、
こ
う
し
た
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
え
ば
、
大
正
八
年
に
政
友
会
党
務
委
員
と
な
り
、
翌
九
年
の
第
一
四
回
総
選
挙
で
は
岐
阜
四
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
回
総
選
挙
後
、
原
に
対
し
て
大
隈
の
よ
う
に
演
説
す
べ
き
で
あ
る

　
　
　
　
　
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
原
は
、
「
俺
は
演
説
は
嫌
い
だ
」
と
い
い
大
変
不
気
嫌
な
顔
を
示
し
た
と
い
う
（
川
村
敷
郎
述
『
一
山
秘

昭
和
四
年
、
九
六
頁
）
。
川
村
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
三
谷
太
一
郎
『
日
本
政
党
政
治
の
形
成
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
○
年
、
一
一

　
を
参
照
の
こ
と
．
さ
ら
に
総
選
挙
後
、
政
友
会
支
持
者
が
原
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
政
友
会
大
敗
の
一
大
原
因
と
し
て
　
「
遊
説
之
人
物
不

従
而
演
説
之
回
数
が
反
対
党
に
及
ば
ざ
り
し
事
」
を
挙
げ
て
い
た
。
ま
た
．
名
古
屋
へ
の
遊
説
の
先
頭
に
大
岡
育
造
が
立
っ
て
い
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
反
対
党
は
こ
れ
を
利
用
し
、
日
糖
事
件
の
予
審
調
書
ま
で
引
き
出
し
政
友
会
全
体
を
攻
撃
し
た
と
し
．
そ
の
人
選
、
・
・
ス
を
指

　
　
　
（
大
正
四
年
三
月
二
九
日
付
・
原
宛
佐
藤
茂
信
書
簡
〈
前
掲
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
二
巻
』
、
三
〇
～
二
頁
〉
）
。
尚
、
従
前
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
況
ん
や
人
も
あ
ら
う
に
例
の
札
附
き
の
大
岡
な
ど
を
大
将
と
し
て
、
前
の
三
日
大
臣
を
看
板
に
、
東
北
地
方
を
廻
ら

　
　
　
　
大
な
る
失
敗
で
、
い
や
が
上
に
人
気
を
悪
く
し
た
と
云
ふ
話
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
「
簾
視
壁
聴
」
〈
『
日
本
及
目
本
人
』
、

　
　
　
　
　
　
　
第
六
三
五
号
V
二
三
ハ
頁
）
。

「
共
に
警
し
む
可
し
」
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
四
年
三
月
二
九
日
付
）
．

「
西
園
寺
侯
と
政
友
会
」
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
三
年
六
月
一
二
日
付
）
。
ま
た
前
掲
『
大
正
政
変
』
（
二
〇
七
頁
）
も
参
照
の
こ
と
。

政
友
会
と
は
対
照
的
に
、
地
方
に
お
け
る
与
党
同
志
会
に
対
す
る
歓
心
の
高
さ
が
野
党
時
代
と
異
な
る
こ
と
を
、
同
党
所
属
の
黒
須
龍
太
郎
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
「
地
方
へ
行
け
ば
知
事
や
ら
郡
長
や
ら
出
迎
だ
の
、
招
待
だ
の
と
夫
れ
は
く
大
持
て
だ
，
政
府
党

　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
（
「
衆
議
院
雑
観
（
十
五
日
）
」
〈
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
三
年
二
一
月
一
七
目
付
〉
）
。
ま
た
、
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
同
志
会
に
お
い
て
は
従
前
な
ら
ば
地
方
遊
説
と
い
え
ば
誰
も
が
理
屈
を
つ
け
て
逃
げ
て
い
た
の
に
、
与
党
に
な
っ
て
か
ら
は
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掲
「
簾
覗
壁
聴
」
）
。

（
1
9
）
　
「
選
挙
干
渉
」
（
『
読
売
新
聞
』
、
大
正
四
年
三
月
二
日
付
）
。
ま
た
、
三
宅
雪
嶺
は
、
政
友
会
が
「
如
何
に
攻
撃
の
鋒
を
鋭
く
す
る
も
、
却
て
自

　
党
の
非
を
列
挙
す
る
か
に
聞
え
、
党
内
に
こ
そ
効
果
あ
れ
、
党
外
に
少
し
の
効
果
あ
り
と
見
え
ず
」
と
評
し
た
（
三
宅
『
同
時
代
史
・
第
四
巻
』
〈
岩

波
書
店
、
一
九
八
五
年
〉
四
九
二
頁
）
。

（
2
0
）
　
増
師
問
題
と
解
散
に
至
る
経
緯
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
第
二
次
大
隈
内
閣
下
の
政
友
会
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
1
）
　
「
政
友
会
と
総
選
挙
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
九
日
付
）
。

（
2
2
）
　
む
し
ろ
反
増
師
を
支
持
す
る
新
聞
の
社
説
は
、
政
友
会
が
増
師
問
題
を
め
ぐ
り
選
挙
の
戦
場
に
戦
ふ
の
熱
心
見
ざ
る
こ
と
は
感
服
し
え
ぬ
、
と

批
判
し
て
い
た
（
「
朝
野
政
戦
の
争
点
」
〈
『
時
事
新
報
』
、
大
正
四
年
三
月
一
〇
日
付
〉
）
。
ま
た
坂
野
氏
は
、
増
師
問
題
が
重
要
な
争
点
に
な
り
得
な

　
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
対
華
二
十
一
ケ
条
の
要
求
と
大
陸
膨
脹
の
現
実
性
が
増
大
す
る
中
、
増
師
反
対
論
を
首
尾
一
貫
し
て
唱

　
え
る
こ
と
は
容
易
で
な
く
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
『
大
正
政
変
』
、
二
〇
五
～
六
頁
）
。

（
2
3
）
（
2
4
）
（
2
5
）
　
『
原
敬
日
記
』
、
大
正
四
年
三
月
二
八
目
の
条
。

（
2
6
）
　
同
右
、
大
正
四
年
一
月
一
七
日
の
条
。

（
2
7
）
　
元
田
肇
氏
談
「
後
援
会
は
私
党
也
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
二
〇
目
付
）
。
ま
た
、
同
党
機
関
誌
も
、
現
閣
僚
の
演
説
は
、
後
援

会
に
名
を
か
り
た
「
地
方
末
僚
へ
の
訓
示
」
の
如
き
も
の
で
あ
る
と
反
発
し
て
い
た
（
前
掲
「
時
事
・
大
隈
伯
後
援
会
」
）
。

（
2
8
）
　
例
え
ば
大
隈
は
、
政
友
会
の
積
極
政
策
に
つ
い
て
「
彼
等
（
政
友
会
－
筆
者
注
）
は
随
所
に
党
弊
を
行
ひ
不
渡
手
形
を
濫
発
せ
り
、
而
し
て
其

不
渡
手
形
に
縛
し
め
ら
れ
つ
～
あ
り
、
見
よ
彼
等
の
党
弊
の
結
果
憲
政
を
破
壊
し
自
治
を
賊
へ
る
事
　
少
に
止
ま
ら
ず
」
と
激
し
い
口
調
で
難
じ
て

　
い
た
（
同
右
）
。

パ　　パ　　ハ　　パ　　ハ　　ハ
34　33　32　31　30　29
）　　）　　）　　）　　）　　）い

て
多
少
の
疑
念
を
懐
く
も
の
が
あ
っ
た
と
L
て
も

其
辺
に
対
し
定
め
て
如
才
は
な
か
る
可
し
」

（
2
6
）
に
同
じ
。

（
2
7
）
に
同
じ
。

（
3
）
に
同
じ
。

（
2
6
）
に
同
じ
。

「
地
方
官
会
議
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
二
二
日
付
）
。

「
政
戦
と
新
内
相
」
（
『
読
売
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
九
日
付
）
．
ま
た
、
『
時
事
新
報
』
の
社
説
も
、
大
浦
の
内
相
就
任
に
は
選
挙
取
締
り
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
現
内
閣
は
是
等
の
点
に
就
て
立
憲
的
態
度
を
失
は
ざ
る
の
心
掛
な
り
と
云
へ
ば
新
任
内
相
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
好
意
的
に
評
価
し
て
い
た
（
「
内
閣
員
の
異
動
』
〈
同
上
．
大
正
四
年
一
月
八
日
付
〉
）
。
尚
、
三
宅
雪
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嶺
は
、
大
浦
の
内
相
就
任
に
伴
い
予
想
さ
れ
た
選
挙
干
渉
へ
の
批
判
に
つ
い
て
「
大
隈
の
従
来
の
経
歴
が
幾
許
か
世
間
の
非
難
を
緩
和
す
る
所
あ

り
」
と
分
析
し
て
い
た
（
前
掲
『
同
時
代
史
・
第
四
巻
』
、
四
九
〇
頁
）
。

（
3
5
）
　
床
次
竹
二
郎
氏
談
「
政
友
会
全
国
選
挙
形
勢
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
二
月
一
五
日
付
）
。

（
3
6
）
　
宗
は
、
明
治
四
〇
年
一
月
よ
り
四
五
年
三
月
ま
で
広
島
県
知
事
の
座
に
あ
り
、
大
隈
内
閣
成
立
直
後
の
四
月
二
一
日
に
東
京
府
知
事
を
依
願
免

本
官
と
な
っ
た
。
同
内
閣
下
の
政
況
に
不
満
を
抱
く
彼
は
、
大
正
三
年
七
月
九
日
に
政
友
会
に
入
党
し
た
（
『
原
敬
日
記
』
、
同
年
七
月
七
、
九
日
の

条
）
。

（
3
7
）
　
大
正
四
年
二
月
二
目
付
・
原
敬
宛
宗
像
政
書
簡
（
前
掲
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
一
巻
』
、
三
六
二
～
三
頁
）
。

（
3
8
）
　
千
葉
県
よ
り
政
友
会
候
補
と
し
て
出
馬
し
当
選
し
た
長
嶋
鷲
太
郎
も
、
選
挙
後
に
自
党
の
大
敗
理
由
に
触
れ
た
際
、
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
た
．

彼
に
よ
れ
ば
、
第
一
二
回
総
選
挙
で
は
言
論
戦
が
盛
ん
で
非
政
友
会
は
「
新
聞
紙
其
他
の
言
論
機
関
を
潤
沢
に
持
て
居
る
か
ら
之
が
地
方
の
人
心
に

多
大
の
影
響
を
」
与
え
た
が
、
こ
う
し
た
機
関
を
多
数
抱
え
て
い
な
い
政
友
会
は
、
本
来
な
ら
ば
野
党
ゆ
え
攻
撃
の
地
位
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、

む
し
ろ
防
御
の
地
位
に
立
つ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
と
す
る
（
長
嶋
弁
護
士
談
「
選
挙
所
感
」
〈
『
法
律
新
聞
』
、
大
正
四
年
四
月
一
五
目
、
第

　
一
〇
〇
六
号
〉
一
二
頁
）
。

（
3
9
）
　
前
掲
「
第
二
次
大
隈
内
閣
下
の
政
友
会
』
（
＝
一
～
三
、
二
五
頁
）
参
照
の
こ
と
。

（
4
0
）
大
正
四
年
二
月
八
日
付
・
井
上
宛
望
月
書
簡
（
前
掲
『
大
隈
内
閣
史
料
』
、
二
四
六
～
七
頁
）
．

（
4
1
）
　
同
右
．

（
4
2
）
　
『
渋
沢
栄
一
目
記
』
、
大
正
四
年
二
月
七
日
の
条
（
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
・
別
巻
第
二
・
日
記
他
』
〈
渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
、
昭
和
四
一

年
〉
）
。

（
4
3
）
　
同
右
、
大
正
四
年
二
月
九
目
の
条
。

（
4
4
）
　
同
右
、
大
正
四
年
二
月
二
七
日
の
条
。

（
4
5
）
大
正
四
年
一
月
九
日
付
・
井
上
宛
望
月
書
簡
（
前
掲
『
大
隈
内
閣
史
料
』
、
二
四
五
頁
）
。

（
4
6
）
　
『
原
敬
目
記
』
、
大
正
四
年
三
月
二
八
目
の
条
．
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第
三
章
　
遅
滞
し
た
公
認
候
補
の
決
定
過
程

　
大
正
四
年
一
月
一
一
目
、
政
友
会
は
、
総
裁
指
名
に
よ
り
選
挙
対
策
責
任
者
と
し
て
．
高
橋
是
清
を
委
員
長
と
す
る
選
挙
委
員
（
高
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

外
、
一
〇
名
）
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
同
日
付
で
党
本
部
よ
り
全
国
各
支
部
に
対
し
、
自
党
の
選
挙
方
針
を
定
め
た
「
臨
時
総
選
挙
に
関

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
る
通
牒
」
を
発
し
た
。
同
通
牒
に
は
以
下
紹
介
す
る
候
補
者
選
定
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
既
述
の
如
く
逆
風
下
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
て
守
勢
の
選
挙
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
政
友
会
の
姿
を
既
に
見
い
出
す
こ
と
の
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
第
一

二
回
総
選
挙
に
際
し
て
は
、
政
友
会
の
前
代
議
士
を
候
補
と
し
．
そ
れ
が
空
位
で
あ
る
か
前
代
議
士
が
立
候
補
を
辞
退
し
た
場
合
以
外
、

地
盤
に
充
分
な
余
裕
の
な
い
限
り
新
た
に
候
補
者
を
立
て
ぬ
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
聞
が
、
政
友
会
の
か
か
る
方
針
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

つ
い
て
「
何
れ
も
必
勝
の
精
兵
を
選
び
地
方
支
部
と
呼
応
し
て
守
勢
厳
重
を
極
め
所
謂
必
勝
候
補
者
と
し
て
多
数
の
落
選
を
見
込
み
居
ら

　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ず
（
傍
点
筆
者
）
」
、
「
確
実
に
当
選
を
図
ら
ん
と
欲
せ
る
」
と
評
し
た
如
く
、
同
党
は
候
補
者
選
定
の
段
階
よ
り
既
に
守
り
の
姿
勢
を
打
ち

出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
右
方
針
に
基
づ
き
政
友
会
は
選
定
を
進
め
た
結
果
、
同
党
の
最
終
的
な
候
補
者
数
は
、
二
〇
一
名
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
回
の
第
一

一
回
総
選
挙
時
の
候
補
者
二
八
一
名
に
比
し
八
○
名
減
で
あ
り
、
さ
ら
に
解
散
前
の
第
三
五
帝
国
議
会
召
集
時
の
政
友
会
所
属
代
議
士
が

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

二
〇
二
名
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
現
状
維
持
を
目
指
し
た
数
字
で
あ
り
如
上
の
方
針
は
守
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の

よ
う
に
候
補
者
の
乱
立
防
止
に
成
功
し
た
政
友
会
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
選
定
過
程
は
円
滑
に
行
な
わ
れ
た
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
そ
も

そ
も
、
政
友
会
に
は
、
逆
境
下
で
の
戦
い
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
早
期
の
候
補
者
決
定
と
政
府
与
党
陣
営
に
先
ん
じ
た
選
挙
運
動
が
求
め

ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
党
候
補
者
の
公
認
決
定
は
六
回
に
わ
た
り
、
し
か
も
二
月
一
五
日
の
第
一
回
目
の
発
表
で
は
、
わ
ず
か
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

六
名
に
留
ま
り
、
二
〇
一
名
の
全
候
補
が
出
揃
っ
た
の
は
、
投
票
日
一
週
間
前
の
三
月
一
八
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
公
認
の
決
定
が
遅
れ
た
事
情
は
、
各
選
挙
区
、
こ
と
に
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
そ
の
理
由
と
し
て
、
先
の
方
針
に
基
づ
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き
乱
立
防
止
の
た
め
の
候
補
者
調
整
作
業
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、
先
述
の
宗
像
政
の
報
告
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

り
政
友
会
の
劣
勢
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
広
島
県
の
場
合
、
解
散
時
に
同
党
は
郡
部
に
お
い
て
四
名
の
代
議
士
を
抱
え
て
い
た
が
、
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

報
告
の
中
で
，
そ
の
う
ち
の
一
人
佐
々
木
仙
一
が
既
に
立
候
補
を
断
念
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
同
報
告
に
お
い
て
当
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

困
難
と
予
測
さ
れ
て
い
た
森
田
俊
佐
久
も
、
二
月
一
五
日
に
発
表
さ
れ
た
第
一
回
目
の
政
友
会
候
補
者
リ
ス
ト
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
は
出
馬
を
取
り
止
め
た
。
こ
の
よ
う
に
政
友
会
の
劣
勢
は
、
四
名
の
代
議
士
を
抱
え
て
い
た
広
島
県
郡
部
に
お

い
て
、
候
補
者
を
井
上
角
五
郎
と
望
月
圭
介
の
二
名
に
絞
り
込
む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
広
島
の
場
合
に
限
ら

ず
、
一
般
に
候
補
者
の
少
数
へ
の
絞
り
込
み
が
、
時
間
を
費
す
調
整
作
業
で
あ
り
公
認
選
定
を
困
難
な
ら
し
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。　

ま
た
、
大
隈
内
閣
に
好
感
を
寄
せ
る
当
時
の
新
聞
は
、
右
の
場
合
と
異
な
り
政
友
会
が
守
勢
に
あ
る
た
め
候
補
者
自
身
が
同
党
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
（
n
）

出
馬
を
逡
巡
す
る
事
例
に
注
目
し
、
そ
こ
に
公
認
選
定
の
遅
滞
原
因
を
見
い
出
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
視
点
に
立
つ
新
聞

は
、
政
友
会
の
候
補
者
難
を
報
じ
つ
つ
、
第
一
二
回
の
総
選
挙
に
際
し
て
は
政
友
会
よ
り
立
候
補
す
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
中
立
候
補
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

て
の
出
馬
を
望
む
動
き
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
新
聞
の
か
か
る
観
測
は
、
例
え
ぽ
、
青
森
市
に
お
い
て
政
友
会
が
、
前
代
議
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

樋
口
喜
輔
の
再
選
を
期
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
氏
が
一
身
上
の
都
合
を
理
由
に
出
馬
を
固
辞
し
、
か
わ
り
に
公
認
に
立
て
た
大
坂
金
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
V

（
前
々
回
の
第
一
〇
回
総
選
挙
に
同
市
よ
り
政
友
会
候
補
と
し
て
出
馬
し
当
選
）
も
、
選
挙
運
動
期
間
中
に
同
党
を
脱
党
し
中
立
候
補
と
し
て
戦
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

当
選
を
果
し
た
事
例
を
通
じ
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
因
に
、
こ
の
大
坂
は
、
大
隈
内
閣
崩
壊
後
に
政
友
会
に
復
党
す
る
が
、
同
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

の
有
力
者
で
青
森
市
長
の
工
藤
卓
爾
は
、
仲
介
の
労
を
と
り
か
か
る
復
党
依
頼
を
原
に
し
た
書
簡
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

す
な
わ
ち
「
当
市
（
青
森
市
）
大
阪
金
助
氏
昨
年
（
大
正
四
年
の
第
二
面
総
選
挙
に
）
当
選
を
期
す
る
為
め
無
飲
儀
脱
会
仕
候
事
情
ハ
、
当
時

申
上
置
キ
候
通
リ
ノ
庭
、
今
回
の
政
変
（
大
隈
内
閣
崩
壊
の
こ
と
）
を
機
と
し
再
ひ
復
党
す
る
の
決
心
を
為
し
．
不
目
手
続
を
為
す
事
に
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

成
候
（
傍
点
、
括
孤
筆
者
）
」
と
し
、
大
坂
の
中
立
へ
の
移
行
が
当
選
を
果
す
た
め
の
便
宜
的
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
の
で
あ
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る
。
こ
う
し
た
事
例
を
通
じ
う
か
が
え
る
如
く
、
政
友
会
の
劣
勢
が
候
補
者
を
し
て
同
党
か
ら
の
出
馬
を
躊
躇
さ
せ
、
そ
れ
が
公
認
選
定

作
業
難
航
の
一
因
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
，
政
友
会
の
公
認
選
定
の
遅
れ
に
つ
い
て
同
党
か
ら
は
、
そ
の
原
因
と
し
て
政
府
陣
営
に
よ
る
候
補
予
定
者
へ
の
干
渉
及
び
圧

力
が
取
り
挙
げ
ら
れ
、
批
判
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
選
挙
委
員
の
元
田
肇
は
、
「
政
友
会
地
方
有
力
者
に
し
て
今
回
の
選
挙
に

新
に
候
補
に
立
た
ん
と
す
る
も
の
に
対
し
政
府
は
、
其
候
補
者
の
関
係
を
有
す
る
種
々
の
手
段
を
加
へ
て
候
補
を
断
念
せ
し
め
若
く
は
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

響
を
迷
は
し
」
て
い
る
と
論
難
し
て
い
た
．
ま
た
、
二
月
初
旬
、
政
友
会
本
部
よ
り
政
況
視
察
を
目
的
と
し
て
山
陰
、
関
西
に
特
派
さ
れ

た
岡
喜
七
郎
（
第
一
次
山
本
内
閣
の
原
内
相
に
抜
擢
さ
れ
警
保
局
長
に
就
任
）
が
、
彼
の
訪
れ
た
地
方
有
志
の
談
と
し
て
新
聞
紙
上
に
紹
介
し
た

中
に
も
、
か
か
る
実
態
の
一
端
が
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
政
府
方
は
吾
が
政
友
会
候
補
者
に
対
し
て
は
極
力
其

　
　
マ
マ

出
馬
る
妨
害
せ
ん
と
試
み
夫
れ
が
為
め
に
は
有
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
、
且
地
方
の
真
面
目
な
る
有
志
家
の
許
に
政
友
会
の
候
補
者
を
排
斥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

す
べ
し
と
の
意
味
の
書
面
や
電
報
を
矢
継
早
に
連
発
し
て
」
い
る
と
、
政
府
陣
営
の
動
き
を
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
る
．
さ
ら
に
、
原
も
、

三
重
県
四
日
市
市
に
お
い
て
政
友
会
よ
り
出
馬
予
定
の
有
力
候
補
が
、
政
府
側
の
築
港
間
題
を
餌
に
し
た
妨
害
の
た
め
立
候
補
を
断
念
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
、
と
具
体
的
に
言
及
し
つ
つ
、
こ
れ
と
同
類
の
事
例
は
他
に
多
数
あ
る
と
政
府
を
攻
撃
し
て
い
た
。
こ
こ
で
原
の
言

う
築
港
問
題
と
は
、
四
日
市
を
含
む
四
港
湾
修
築
に
対
す
る
国
庫
補
助
費
が
、
議
会
が
解
散
と
な
り
充
当
さ
れ
ず
生
起
し
た
混
乱
を
指
す
。

四
日
市
に
お
い
て
は
既
に
工
事
が
着
手
さ
れ
て
い
た
た
め
、
内
務
省
側
に
責
任
支
出
で
の
対
応
を
求
め
た
が
、
原
は
政
府
が
か
か
る
支
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

の
可
否
を
め
ぐ
り
地
元
の
候
補
者
選
考
に
圧
力
を
か
け
た
．
と
暗
に
批
判
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
当
初
政
友
会
は
、
前
代
議
士
の
井
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

敏
夫
を
擁
立
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
地
元
経
済
界
は
彼
を
引
退
さ
せ
、
無
所
属
候
補
と
し
て
九
鬼
紋
七
の
推
薦
を
決
定
し
た
．
そ
の
結

果
、
政
友
会
は
前
回
総
選
挙
に
お
い
て
議
席
を
確
保
し
て
い
た
四
日
市
市
よ
り
候
補
者
さ
え
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
右
に
述
べ
た
如
く
政
友
会
が
警
戒
と
反
発
を
示
し
た
自
党
候
補
予
定
者
へ
の
圧
力
は
、
大
隈
内
閣
を
支
援
し
て
い
た
井
上
馨
を
通
じ
て

も
行
な
わ
れ
、
例
え
ば
、
福
岡
よ
り
前
回
総
選
挙
ま
で
連
続
当
選
七
回
の
経
歴
を
持
つ
野
田
卯
太
郎
は
、
か
か
る
圧
力
に
よ
り
立
候
補
辞
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退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
大
隈
内
閣
成
立
直
後
よ
り
野
田
を
後
援
す
る
財
界
人
に
は
井
上
の
圧
力
が
あ
り
、
炭
鉱
事
業
家
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

し
て
九
州
の
経
済
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
麻
生
太
吉
や
貝
嶋
太
助
は
、
政
友
会
か
ら
の
脱
会
の
意
向
を
漏
ら
す
に
至
っ
て
い
た
。
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

衆
議
院
が
解
散
と
な
り
総
選
挙
の
実
施
が
具
体
的
日
程
に
上
る
と
、
井
上
は
野
田
に
対
し
立
候
補
辞
退
を
要
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
野
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

の
後
援
者
で
あ
る
前
出
の
財
界
人
へ
も
影
響
力
を
行
使
し
、
例
え
ば
貝
嶋
は
今
回
総
選
挙
に
お
け
る
野
田
へ
の
援
助
謝
絶
を
余
儀
な
く
さ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
財
界
人
へ
の
圧
力
の
結
果
、
野
田
は
、
政
友
会
の
地
元
後
援
者
が
彼
の
擁
立
を
正
式
に
決
定
し
発
表
し

　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
馬
辞
退
に
追
い
込
ま
れ
た
。
因
に
、
福
岡
県
に
お
け
る
政
友
会
候
補
者
の
正
式
決
定
が
、
三
月
八
日
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

四
次
発
表
ま
で
遅
れ
た
の
は
、
か
か
る
野
田
の
立
候
補
問
題
に
起
因
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
政
友
会
の
候
補
者
選
定
の
遅
れ
を
、
同
党
が
逆
境
下
に
あ
る
こ
と
よ
り
生
じ
た
、
公
認
の
少
数
絞
り
込
み
を
め
ぐ
る
困
難
、
立

候
補
を
め
ぐ
る
逡
巡
、
政
府
陣
営
の
出
馬
予
定
者
へ
の
圧
力
の
点
よ
り
考
察
し
、
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
た
。

第12回衆議院議員総選挙と政友会

（
1
）
　
選
挙
委
員
に
は
、
元
田
肇
、
大
岡
育
造
、
奥
田
義
人
、
山
本
達
雄
、
杉
田
定
一
、
岡
崎
邦
輔
、
奥
繁
三
郎
、
伊
藤
大
八
．
村
野
常
右
衛
門
、
床

次
竹
二
郎
が
就
任
し
、
毎
週
、
火
曜
と
金
曜
に
定
例
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
『
政
友
』
〈
大
正
四
年
二
月
一
二
日
，
第
一
七
七
号
〉
四
四

頁
）
。
尚
、
高
橋
の
委
員
長
選
任
に
つ
い
て
原
は
、
大
岡
、
元
田
等
の
「
相
談
に
任
せ
元
田
の
発
議
に
て
定
め
た
り
、
色
々
嫉
妬
ら
し
き
事
も
あ
る
に

付
斯
く
せ
し
な
り
」
と
記
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
高
橋
は
、
第
一
次
山
本
内
閣
の
入
閣
に
際
し
政
友
会
に
入
党
し
た
の
で
あ
り
、
党
歴
も
浅
く
、

党
内
事
情
や
各
選
挙
区
の
状
況
に
通
じ
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
高
橋
に
は
経
済
界
と
の
パ
イ
プ
を
利
用
し
た
選
挙
資
金
調
達

が
あ
る
程
度
期
待
で
き
た
に
せ
よ
、
む
し
ろ
如
上
の
原
の
記
述
か
ら
は
、
か
か
る
委
員
長
人
選
に
対
す
る
不
満
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（
『
原

敬
目
記
』
、
大
正
四
年
一
月
八
日
の
条
）
．
ま
た
、
こ
う
し
た
人
選
を
元
田
等
に
ま
か
せ
、
こ
れ
を
容
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
、
原
の
総
裁

と
し
て
の
党
内
権
力
基
盤
が
未
だ
磐
石
と
は
い
え
な
か
っ
た
こ
と
を
看
取
し
う
る
．
原
の
総
裁
就
任
時
の
党
内
権
力
基
盤
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
第

　
二
次
大
隈
内
閣
下
の
政
友
会
」
を
参
照
さ
れ
た
い
．

（
2
）
　
「
会
報
・
臨
時
総
選
挙
に
関
す
る
通
牒
」
（
『
政
友
』
〈
大
正
四
年
一
月
二
五
日
、
第
一
七
六
号
〉
一
一
頁
）
．

（
3
）
　
例
え
ば
、
解
散
直
後
、
大
隈
内
閣
は
解
散
趣
意
書
を
新
聞
紙
上
に
発
表
し
、
「
衆
議
院
の
多
数
（
政
友
会
ー
筆
者
注
）
は
国
政
を
挙
げ
て
政
争
の

犠
牲
と
為
し
、
一
に
其
私
を
遂
げ
む
」
と
し
、
「
国
家
の
進
運
と
国
民
の
福
利
と
而
し
て
帝
国
の
将
来
の
地
位
と
に
関
し
て
は
実
に
初
め
よ
り
全
く
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其
眼
中
に
置
か
ざ
る
も
の
と
謂
ふ
の
他
な
し
」
と
、
激
烈
な
調
子
で
批
判
し
て
い
た
（
「
時
事
・
議
会
解
散
の
理
由
」
〈
『
政
友
』
、
大
正
四
年
二
月
一

　
二
日
、
第
一
七
八
号
、
一
八
～
九
頁
〉
）
。
こ
れ
に
対
し
原
は
、
解
散
翌
日
の
政
友
会
前
代
議
士
会
の
席
上
、
逐
次
反
論
を
試
み
た
も
の
の
（
「
議
会

解
散
に
就
て
〔
原
総
裁
の
演
説
〕
」
、
同
上
、
一
～
八
頁
）
、
新
聞
は
、
原
の
か
か
る
演
説
に
つ
い
て
、
今
期
議
会
の
自
党
の
行
動
を
弁
解
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

を
主
と
し
「
其
態
度
は
原
君
の
方
が
余
程
受
太
刀
の
如
く
見
ゆ
（
傍
点
筆
者
）
」
と
評
し
、
政
友
会
が
既
に
守
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
た
（
「
改
選
の
準
備
戦
』
〈
『
東
京
朝
目
新
聞
』
、
大
正
三
年
一
二
月
二
八
日
付
〉
）
。

（
4
）
　
「
政
戦
の
前
途
稽
明
也
」
（
『
読
売
新
聞
』
、
大
正
四
年
二
月
二
日
付
）
。

（
5
）
　
「
作
戦
上
の
利
不
利
・
政
友
会
政
府
党
選
挙
戦
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
三
〇
日
付
）
。

（
6
）
　
『
議
会
制
度
百
年
史
・
院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
．
平
成
二
年
）
二
二
七
頁
。
な
お
、
前
掲
「
第
二
次
大
隈
内
閣
下
の
政
友

会
」
（
一
二
四
～
五
頁
）
に
お
い
て
論
じ
た
如
く
、
第
三
五
帝
国
議
会
中
、
一
八
名
が
政
友
会
よ
り
脱
党
し
た
た
め
解
散
時
に
お
け
る
同
党
の
議
席

　
は
一
八
四
で
あ
っ
た
。

（
7
）
　
政
友
会
は
、
二
月
一
五
、
二
二
日
、
三
月
三
、
八
、
一
二
、
一
八
日
に
候
補
者
を
正
式
発
表
し
た
。
因
に
、
二
月
二
二
日
の
時
点
で
八
二
名
、

　
三
月
八
日
の
時
点
で
も
一
五
二
名
に
留
ま
っ
て
い
た
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
二
月
一
六
、
二
三
日
、
三
月
四
、
九
、
二
二
、
一
九
日
付
）
。

な
お
、
第
一
二
回
総
選
挙
で
は
与
党
同
志
会
の
候
補
者
選
定
も
遅
れ
た
が
、
野
党
と
し
て
戦
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
政
友
会
の
遅
れ
の
方
が
深
刻
で
あ
り
、

さ
ら
に
同
志
会
の
遅
れ
の
理
由
は
、
立
候
補
希
望
者
が
多
数
出
た
た
め
で
あ
り
政
友
会
の
そ
れ
と
は
若
干
異
に
し
て
い
た
（
「
総
選
挙
形
勢
・
朝
野

　
の
対
戦
案
外
平
凡
」
〈
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
三
月
四
日
付
V
）
。

（
8
）
　
第
一
一
回
総
選
挙
に
お
い
て
政
友
会
は
、
佐
々
木
仙
一
、
井
上
角
五
郎
、
湯
浅
凡
平
の
三
名
を
当
選
さ
せ
て
い
た
が
、
大
正
元
年
二
月
二
七

　
目
、
望
月
圭
介
が
繰
上
補
充
で
当
選
と
な
り
、
同
年
一
二
月
四
日
に
は
湯
浅
が
議
員
辞
職
と
な
る
。
ま
た
、
翌
二
年
三
月
一
七
日
、
無
所
属
団
に
所

属
し
て
い
た
森
田
俊
佐
久
が
政
友
会
に
院
内
会
派
を
変
更
し
た
た
め
、
解
散
時
に
は
、
佐
々
木
、
井
上
、
望
月
、
森
田
の
四
名
が
議
席
を
得
て
い
た

　
（
前
掲
『
議
会
制
度
百
年
史
・
院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』
、
二
〇
五
、
二
二
一
頁
）
。

（
9
）
　
前
掲
、
大
正
四
年
二
月
二
日
付
・
原
敬
宛
宗
像
政
書
簡
。

（
1
0
）
注
（
7
）
に
同
じ
。
『
原
敬
関
係
文
書
』
の
中
に
は
、
第
二
一
回
総
選
挙
の
政
友
会
候
補
者
に
つ
い
て
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
た
「
第
三
十
五

帝
国
議
会
衆
議
院
議
員
名
簿
」
が
あ
り
、
こ
の
名
簿
の
森
田
の
個
所
に
は
、
立
候
補
辞
退
を
示
す
抹
消
の
印
が
施
さ
れ
て
い
た
（
同
、
『
第
十
巻
』

　
〈
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
八
年
〉
四
四
五
頁
）
。

（
n
）
　
「
政
友
会
の
焦
れ
気
味
・
選
挙
戦
陣
容
整
は
ず
」
（
『
東
京
目
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
二
月
一
八
目
付
）
。
ま
た
、
上
記
翌
目
付
の
『
東
京
朝
日
新

聞
』
も
、
当
初
政
友
会
は
自
党
へ
の
批
判
を
中
央
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
地
方
民
心
の
向
背
と
は
異
な
る
と
楽
観
視
し
て
い
た
が
、
今
や
そ
の
認
識
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を
改
め
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
「
流
石
に
彼
等
も
不
評
挽
回
の
策
に
深
く
苦
心
し
つ
つ
あ
り
」
と
、
政
友
会
内
の
焦
燥
を
報
じ
て
い
た
（
「
反
対
党
と

し
て
の
政
友
会
」
、
同
、
大
正
四
年
二
月
一
九
目
付
）
．

（
12
）
　
「
政
友
派
亦
立
候
補
難
・
本
部
の
苦
心
と
選
挙
後
の
秘
策
」
（
『
読
売
新
聞
』
、
大
正
四
年
二
月
一
五
日
付
）
。

（
1
3
）
　
『
東
奥
日
報
』
、
大
正
四
年
二
月
コ
ニ
日
付
。

（
14
）
　
大
正
四
年
二
月
一
一
目
の
政
友
会
青
森
県
支
部
臨
時
総
会
に
て
、
大
坂
の
擁
立
が
満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
た
（
同
右
）
。
し
た
が
っ
て
、
二
月
一

　
五
目
の
同
党
公
認
候
補
の
第
一
回
発
表
の
中
に
、
大
坂
の
名
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
．

（
1
5
）
　
大
坂
の
政
友
会
よ
り
の
脱
党
と
中
立
の
標
榜
の
直
接
的
原
因
は
、
政
友
会
の
同
県
幹
事
で
あ
っ
た
北
山
一
郎
が
青
森
市
よ
り
非
公
認
で
出
馬
す

る
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
（
「
・
北
山
氏
起
つ
」
〈
『
東
奥
日
報
』
、
大
正
四
年
二
月
一
八
目
付
〉
、
「
・
大
坂
氏
の
脱
会
▲
中
立
を
標
榜
す
」

〈
同
上
、
二
月
一
九
日
付
〉
）
。
そ
の
後
北
山
は
、
樋
口
喜
輔
前
代
議
士
の
斡
旋
も
あ
り
出
馬
を
断
念
す
る
。
こ
れ
と
併
行
し
て
政
友
会
青
森
県
支
部

　
は
、
大
坂
へ
の
復
党
依
頼
を
続
け
、
二
月
二
一
日
の
臨
時
総
会
で
は
彼
へ
の
応
援
を
改
め
て
決
定
す
る
が
、
大
坂
は
中
立
の
ま
ま
選
挙
を
戦
っ
た
。

因
に
、
同
日
、
同
県
中
正
倶
楽
部
は
大
坂
の
推
薦
を
決
定
し
、
地
元
紙
に
は
「
非
政
友
大
坂
金
助
」
と
の
同
倶
楽
部
に
よ
る
推
薦
広
告
が
載
る
こ
と

　
に
な
る
（
同
上
、
二
月
ニ
ニ
、
二
四
、
二
五
、
二
八
日
付
）
。
但
し
、
一
般
に
大
坂
は
、
中
立
で
も
政
友
系
候
補
に
色
分
け
さ
れ
て
い
た
（
「
中
立
候

補
者
の
色
別
」
〈
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
三
月
一
六
日
付
〉
）
。

（
1
6
）
　
大
坂
の
政
友
会
復
党
は
、
大
正
六
年
一
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
党
大
会
に
お
い
て
正
式
に
報
告
さ
れ
た
（
『
政
友
』
〈
大
正
六
年
二
月
五
目
、

第
二
〇
二
号
〉
二
三
頁
）
。

（
1
7
）
　
工
藤
は
、
明
治
二
五
年
の
第
二
回
総
選
挙
に
青
森
県
第
一
区
よ
り
当
選
、
三
一
年
に
は
初
代
青
森
市
長
に
就
任
し
た
．
そ
の
後
も
、
市
会
議
員
、

市
会
議
長
を
歴
任
し
、
四
三
年
に
は
再
び
市
長
に
あ
げ
ら
れ
二
期
務
め
る
．
こ
の
間
、
四
一
年
に
青
森
商
業
会
議
所
特
別
会
員
と
な
り
、
翌
年
に
は

青
森
商
業
銀
行
頭
取
に
就
任
し
た
。
因
に
、
工
藤
自
身
、
大
正
六
年
の
第
二
二
回
総
選
挙
に
は
青
森
市
よ
り
政
友
会
候
補
と
し
て
出
馬
し
当
選
を
果

　
し
た
（
『
青
森
市
史
・
別
冊
人
物
編
』
〈
青
森
市
、
昭
和
三
〇
年
〉
一
四
八
～
五
四
頁
〉
）
．
ま
た
、
工
藤
は
、
大
坂
の
中
立
か
ら
の
出
馬
を
め
ぐ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
坂
〕

原
に
対
し
弁
解
と
陳
謝
の
意
を
込
め
た
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
今
回
大
阪
金
助
氏
脱
会
の
義
ハ
甚
た
遺
憾
な
る
の
み
な

　
ら
ず
、
御
申
課
無
之
候
得
共
、
事
情
不
得
止
義
御
諒
察
を
仰
き
度
候
。
併
し
同
人
大
抵
の
事
ハ
小
生
に
任
す
べ
け
れ
ば
、
当
撰
の
暁
き
に
ハ
御
心
配

　
な
か
る
べ
し
と
存
候
間
、
余
り
御
掛
念
被
下
問
敷
候
」
と
記
し
て
い
た
（
大
正
四
年
二
月
二
〇
日
付
・
原
宛
工
藤
書
簡
〈
前
掲
『
原
敬
関
係
文
書
．

　
第
｝
巻
』
、
五
二
二
頁
〉
）
。

（
18
）
　
大
正
五
年
一
〇
月
二
四
日
付
・
原
宛
工
藤
書
簡
（
同
右
）
。

（
1
9
）
　
そ
も
そ
も
、
青
森
市
の
政
友
会
員
は
数
十
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
「
政
友
会
員
の
み
に
て
独
立
し
て
之
か
当
選
を
期
す
る
と
至
難
な
る
を
以
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て
市
の
実
業
家
有
志
者
に
計
り
た
る
に
実
業
有
志
者
に
於
て
は
詮
衡
の
結
果
、
大
坂
金
助
氏
を
推
薦
す
る
に
決
し
た
」
経
緯
が
あ
っ
た
（
『
東
奥
日

報
』
、
大
正
四
年
二
月
二
一
百
付
）
。
し
た
が
っ
て
、
大
坂
の
当
選
に
は
、
政
友
会
以
外
の
実
業
家
を
含
む
広
い
層
か
ら
の
支
持
獲
得
が
必
要
で
あ
っ

　
た
と
い
え
る
。

（
2
0
）
　
元
田
肇
氏
談
『
政
友
会
の
選
挙
観
」
（
『
時
事
新
報
』
、
大
正
四
年
二
月
二
二
日
付
）
。
同
様
に
選
挙
委
員
長
の
高
橋
も
「
何
分
到
る
庭
政
府
の
干

渉
猛
烈
に
し
て
折
角
候
補
老
と
し
て
名
乗
を
上
げ
た
る
も
の
も
之
を
中
止
す
る
の
止
む
な
き
場
合
少
し
と
せ
ず
』
と
批
判
し
て
い
た
（
高
橋
是
清
男

談
『
蚕
糸
救
済
と
選
挙
」
〈
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
三
月
九
日
付
〉
）
。

（
2
1
）
　
「
政
友
会
圧
迫
さ
る
・
政
友
会
側
の
揚
言
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
二
月
二
三
日
付
）
。

（
2
2
）
　
原
総
裁
談
「
総
選
挙
と
政
府
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
二
月
二
日
付
）
。
さ
ら
に
原
は
．
二
月
一
九
日
の
政
友
会
連
合
の
席
上
に
お
い

　
て
も
「
政
府
の
人
々
は
或
人
を
呼
ん
で
候
補
に
立
た
せ
、
或
人
を
呼
ん
で
候
補
を
止
め
さ
せ
、
或
人
を
誘
惑
し
て
其
方
向
を
迷
は
し
め
」
て
い
る
と

批
判
を
強
め
て
い
た
（
「
原
総
裁
の
演
説
」
〈
『
政
友
』
、
大
正
四
年
二
月
二
五
目
、
第
一
七
八
号
〉
五
頁
）
。

（
2
3
）
　
政
友
会
の
準
機
関
紙
も
、
政
府
が
こ
の
港
湾
補
助
金
を
「
餌
に
し
て
与
党
候
補
者
を
擁
護
す
べ
く
交
渉
の
歩
を
進
め
た
」
と
批
判
し
て
い
た

　
（
「
◎
港
湾
補
助
を
党
略
に
・
与
党
候
補
擁
護
の
魂
胆
」
〈
『
中
央
新
聞
』
、
大
正
四
年
二
月
五
日
付
〉
）
。
な
お
、
二
月
一
六
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
か

　
か
る
補
助
金
の
責
任
支
出
が
決
定
さ
れ
た
（
同
上
、
二
月
一
九
日
付
）
。

（
2
4
）
　
『
大
坂
朝
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
一
月
岬
九
日
付
。
ま
た
、
四
日
市
市
に
お
け
る
か
か
る
井
上
排
斥
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
国
民
党
の
浜
田
国
松

前
代
議
士
（
三
重
県
郡
部
）
も
反
発
し
て
い
た
（
同
上
、
一
月
一
七
日
付
）
。

（
25
）
　
『
原
敬
目
記
』
、
大
正
三
年
六
月
三
〇
日
の
条
。

（
2
6
）
　
大
正
四
年
一
月
一
七
日
付
・
原
敬
宛
野
田
卯
太
郎
書
簡
（
前
掲
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
二
巻
』
、
五
二
四
頁
）
。

（
2
7
）
　
井
上
は
大
隈
と
の
会
談
に
お
い
て
、
野
田
に
対
す
る
貝
嶋
や
麻
生
の
後
援
は
、
自
ら
の
仲
介
に
よ
り
実
現
し
た
、
と
語
っ
て
い
た
（
前
掲
『
大

隈
内
閣
史
料
』
，
一
九
頁
）
。
ま
た
、
野
田
は
，
自
ら
の
立
候
補
問
題
に
つ
い
て
貝
嶋
や
麻
生
等
と
相
談
し
て
い
た
（
大
正
四
年
一
月
二
五
日
付
・
原

宛
野
田
書
簡
〈
前
掲
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
二
巻
』
、
五
二
五
頁
〉
）
．

（
2
8
）
　
大
正
四
年
二
月
八
日
付
・
井
上
宛
望
月
小
太
郎
書
簡
（
前
掲
『
大
隈
内
閣
史
料
』
、
二
四
六
～
七
頁
）
。

（
2
9
）
　
福
岡
県
政
友
会
は
、
遠
賀
、
鞍
手
、
嘉
穂
の
三
郡
を
一
区
域
と
す
る
候
補
者
の
擁
立
を
決
め
て
い
た
が
、
二
月
二
二
日
、
か
か
る
三
郡
の
代
表

者
や
貝
嶋
、
麻
生
、
伊
藤
伝
右
衛
門
ら
実
業
家
も
参
加
し
た
会
合
に
お
い
て
そ
の
候
補
者
と
し
て
野
田
を
推
す
こ
と
を
決
定
し
、
発
表
し
て
い
た

　
（
『
福
岡
目
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
二
月
二
四
目
付
）
。

（
3
0
）
　
野
田
は
、
井
上
か
ら
の
貝
嶋
等
に
対
す
る
圧
力
が
激
し
く
，
彼
等
の
立
場
を
考
慮
し
立
候
補
を
断
念
し
た
、
と
原
に
伝
え
て
い
た
（
大
正
四
年
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三
月
一
日
付
・
原
宛
野
田
書
簡
〈
前
掲
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
二
巻
』
、
五
二
五
頁
〉
）
。
ま
た
、
『
世
外
井
上
公
伝
・
第
五
巻
』
（
原
書
房
、
復
刻
版
、

　
一
九
六
八
年
、
四
〇
七
頁
）
に
も
同
旨
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
麻
生
も
原
に
対
し
「
野
田
候
補
之
儀
二
付
テ
ハ
推
挙
之
事
二
相
運
申
候
得
共
、

同
君
よ
り
モ
申
上
候
通
、
紛
議
ヲ
嵩
マ
ラ
シ
メ
サ
ル
為
メ
辞
退
之
止
ム
ナ
キ
ニ
至
り
、
甚
遺
憾
之
次
第
二
御
座
候
」
と
報
告
し
て
い
た
（
大
正
四
年

　
三
月
二
日
付
・
原
宛
麻
生
書
簡
〈
前
掲
『
原
敬
関
係
文
書
・
第
一
巻
』
、
六
〇
頁
〉
）
。

（
3
1
）
　
三
月
一
日
、
野
田
は
、
貝
嶋
、
麻
生
、
其
他
の
鉱
主
並
び
に
三
郡
一
市
（
若
松
市
）
の
各
委
員
に
対
し
立
候
補
固
辞
を
伝
え
、
続
く
三
日
、
か

か
る
委
員
と
鉱
主
は
相
談
の
結
果
、
野
田
に
か
え
て
堀
三
太
郎
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
（
『
福
岡
日
日
新
聞
』
、
大
正
四
年
三
月
六
日
付
）
。

第
四
章
政
府
陣
営
か
ら
の
選
挙
干
渉

第12回衆議院議員総選挙と政友会

　
既
述
の
如
く
高
橋
を
委
員
長
と
す
る
選
挙
委
員
を
決
定
し
た
一
月
一
一
目
、
原
は
彼
等
委
員
を
前
に
し
て
、
第
一
二
回
総
選
挙
が
政
友

会
に
と
り
困
難
な
戦
い
に
な
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
演
説
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
原
は
、
大
隈
内
閣
が
解
散
前
よ
り
地
方
官
を
更
迭
し
、

内
相
に
大
浦
を
据
え
た
こ
と
を
取
り
挙
げ
つ
つ
、
選
挙
に
際
し
政
府
は
「
与
党
の
為
め
に
あ
ら
ゆ
る
便
宜
を
計
り
、
反
対
党
に
対
し
て
は

選
挙
取
締
の
名
の
下
に
あ
ら
ゆ
る
抑
圧
を
加
へ
る
積
り
」
で
あ
る
と
断
じ
た
．
そ
し
て
大
隈
内
閣
は
「
憲
政
上
許
す
べ
か
ら
ざ
る
罪
悪
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

犯
す
も
の
と
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」
と
、
政
府
の
選
挙
干
渉
に
対
し
強
い
調
子
で
警
告
を
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
原
の
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

戒
は
、
解
散
直
後
に
彼
が
、
山
県
有
朋
と
会
談
し
た
際
、
元
老
が
政
府
に
対
し
干
渉
の
自
粛
を
促
す
よ
う
求
め
た
り
、
大
島
健
一
陸
軍
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

官
と
会
談
し
た
際
、
陸
軍
の
動
き
を
牽
制
し
て
い
た
事
実
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
．
そ
も
そ
も
第
三
五
帝
国
議
会
の
解
散
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

増
師
問
題
を
め
ぐ
る
陸
軍
と
政
友
会
と
の
対
立
が
引
き
金
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
原
は
政
友
会
へ
の
反
発
を
強
め
た
陸
軍
が
、
在
郷
軍
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
レ

会
等
を
通
じ
選
挙
に
干
渉
せ
ぬ
よ
う
要
請
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
こ
の
よ
う
に
政
府
陣
営
か
ら
の
選
挙
干
渉
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
原
は
、
政
友
会
の
冒
頭
に
述
べ
た
如
き
大
敗
が
明
ら
か
と
な
っ
た

選
挙
直
後
、
そ
の
敗
因
が
か
か
る
干
渉
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
れ
へ
の
批
判
を
自
ら
の
日
記
に
記
し
て
い
た
。
そ
こ
に
お
い
て
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表3　石川県における衆院選挙の結果

第12回総選挙（大正4年3月25日）第11回総選挙（明治45年5月15日）

金沢市 1 。戸水寛人 1，411 金沢市 1 。横山　章 1，840 後

そ　の　他 229 中橋徳五郎 1，066 政

郡　部 5 。山本七朗 3，013 政 その　他 1

。米田　穣 2，588 〃 郡　部 5 ・室木弥次郎 4，341 同

・松田吉三郎 2，432 〃 。関戸寅松 2，977 〃

・相川久太郎 2，404 〃 。田中喜太郎 2，743 〃

・真舘貞造 2，356 国 ・西村正則 2，682 政

山田謙次 2，038 〃 。桜井兵五郎 2，622 同

中谷宇平 2，017 中 戸水寛人 2，510 政

田中喜太郎 1，983 〃 浅野順平 2，496 同

駒田小次郎 1，903 政 相川久太郎 1，882 政

武田忠臣 1，392 〃 米田　穣 1，824 〃

松本郡太郎 1，256 〃 武田忠臣 710 同

そ　の　他 25 そ　の　他 14

『衆議院議員選挙の実績一第1回～第30回一』（公明選挙連盟、昭和42年）より作成。

原
は
、
政
府
に
よ
る
選
挙
干
渉
が
全
国
一
律
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は

な
く
各
地
方
に
よ
り
差
違
が
存
し
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
一
夜
に

し
て
形
勢
を
一
変
さ
せ
る
よ
う
な
干
渉
が
多
く
の
府
県
で
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

た
と
難
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
の
か
か
る
批
判
の
中
に
見
い
出
す

こ
と
の
で
ぎ
る
干
渉
の
実
態
は
、
例
え
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
選
挙
取
締
の
公
平
は
単
に
名
の
み
に
て
、
反
対
党
に
対
し
て
は
苛
察
到

　
ら
ざ
る
な
く
、
選
挙
事
務
所
に
は
二
、
三
の
角
袖
巡
査
を
詰
切
ら
せ
置
き
、

　
運
動
者
に
は
一
々
尾
行
を
附
し
其
運
動
を
束
縛
し
置
き
な
が
ら
、
政
府
与

　
党
に
は
全
く
之
を
放
任
し
て
自
由
を
許
し
居
た
り
．

　
　
余
の
在
職
中
に
廃
止
し
た
る
当
選
予
想
報
告
を
再
興
し
て
内
務
省
に
出

　
さ
し
め
、
又
巡
査
を
し
て
戸
別
に
其
誰
某
を
投
票
せ
よ
、
或
は
誰
某
を
投

　
票
す
る
勿
れ
と
告
げ
し
め
た
る
上
に
、
地
方
に
よ
り
て
は
政
府
与
党
の
投

　
票
買
収
を
巡
査
を
し
て
幣
助
せ
し
め
た
る
所
も
あ
り
た
り
。

　
こ
の
よ
う
に
選
挙
取
り
締
り
の
不
公
平
さ
を
含
む
干
渉
の
実
態
を

記
し
つ
つ
、
原
は
政
府
与
党
陣
営
か
ら
の
抑
圧
の
最
も
激
し
か
っ
た

地
方
と
し
て
、
群
馬
県
前
橋
と
と
も
に
石
川
県
を
挙
げ
て
い
た
．
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
よ
れ
ば
、
石
川
県
の
場
合
、
選
挙
に
際
し
公
平
に
努
め
た
司
法
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
参
事
官
や
検
事
正
に
ま
で
尾
行
巡
査
を
つ
け
た
、
と
す
る
．
因
に
、

同
県
の
知
事
は
、
既
述
の
第
一
次
地
方
官
更
迭
に
伴
な
い
抜
擢
さ
れ
、

大
浦
系
と
目
さ
れ
た
熊
谷
喜
一
郎
で
あ
っ
た
。
こ
の
熊
谷
知
事
の
下
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で
全
国
で
も
注
目
さ
れ
る
激
し
い
選
挙
干
渉
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
表
3
に
示
す
通
り
石
川
県
の
政
友
会
は
、
前
回
の
第
一
一
回
総
選
挙

で
郡
部
よ
り
四
名
を
上
位
当
選
さ
せ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
二
回
総
選
挙
で
は
下
位
の
一
名
当
選
に
留
ま
る
と
い
う
大
敗
を
喫

し
た
。
ま
た
、
金
沢
市
に
は
関
西
財
界
の
実
力
者
中
橋
徳
五
郎
を
擁
立
し
た
が
、
彼
も
落
選
の
憂
ぎ
め
を
味
わ
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
石
川
県
に
お
け
る
選
挙
干
渉
は
あ
ま
り
に
過
度
で
あ
っ
た
た
め
、
熊
谷
知
事
は
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
選
挙
直
後
の
四
月
一
日

に
は
辞
職
へ
と
追
い
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
翌
大
正
五
年
一
一
月
に
は
規
格
外
投
票
用
紙
の
使
用
に
よ
り
同
県
選
挙
の
無
効
が
決
定
し
、

翌
一
二
月
に
再
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
か
か
る
干
渉
に
加
担
し
た
巡
査
そ
の
他
の
官
吏
等
も
多
数
選
挙
法
違
反
に
問
わ
れ
た
が
、

こ
こ
で
は
、
大
正
四
年
四
月
七
日
の
予
審
に
お
い
て
金
沢
地
方
裁
判
所
の
公
判
に
付
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
事
件
の
裁
判
記
録
を
通
じ
、
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

挙
干
渉
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
よ
う
。
該
裁
判
の
予
審
決
定
理
由
の
う
ち
右
に
関
連
し
た
要
旨
を
抄
録
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
当
時
、
石
川
県
警
部
で
高
等
警
察
課
長
で
あ
っ
た
原
本
潮
は
、
同
県
能
美
郡
を
主
地
盤
と
し
て
立
候
補
す
る
同
志
会
候
補
を
当
選
さ
せ
る
た
め
、
大

　
正
四
年
一
月
、
臨
時
に
巡
査
に
採
用
し
た
高
田
重
松
を
同
郡
小
松
警
察
署
に
配
置
し
た
．
高
田
は
能
美
郡
に
お
け
る
政
友
会
の
顛
覆
と
同
志
会
勢
力
扶

　
殖
の
た
め
、
政
友
会
幹
部
で
郡
会
議
員
及
久
常
村
長
の
東
與
四
兵
衛
、
郡
会
議
員
の
東
田
久
太
郎
、
郡
会
議
員
及
苗
代
村
長
の
池
本
作
平
、
根
上
村
長

　
の
米
澤
與
三
松
に
対
し
、
挙
郡
一
致
で
右
候
補
者
を
当
選
さ
せ
る
べ
く
政
友
会
を
脱
し
同
志
会
に
入
り
、
同
志
倶
楽
部
を
組
織
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

　
　
高
田
は
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
官
有
地
の
当
該
村
へ
の
払
下
げ
や
、
村
費
支
弁
の
里
道
を
県
費
支
弁
に
す
る
よ
う
、
県
知
事
の
依
頼
を
承
け
居
る
も

　
の
と
し
て
示
し
た
。
さ
ら
に
、
右
依
頼
を
根
拠
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
一
月
一
五
日
に
高
田
は
、
こ
れ
ら
関
係
者
を
先
の
高
等
警
察
課
長
の
原
本
潮

　
と
会
見
さ
せ
、
原
も
議
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
翌
一
六
日
、
右
関
係
者
は
小
松
町
有
志
と
会
合
し
同
志
倶
楽
部
組
織
に
つ
い
て
協
定
し
、
二
〇
日

　
に
は
能
美
郡
同
志
倶
楽
部
を
組
織
し
た
。
そ
し
て
、
二
月
七
日
に
は
、
挙
郡
一
致
、
同
志
会
候
補
を
推
薦
し
、
当
選
に
至
ら
し
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

　
こ
の
よ
う
に
右
裁
判
記
録
か
ら
は
、
選
挙
期
間
中
の
地
方
官
に
よ
る
野
党
政
友
会
へ
の
切
り
崩
し
と
与
党
同
志
会
の
勢
力
扶
植
の
実
態

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
巡
査
ま
で
も
含
む
地
方
官
に
よ
る
干
渉
が
、
中
央
政
府
や
知
事
の
意
向
に
従
う
か
、
あ
る
い
は

そ
れ
を
付
度
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
地
方
庁
幹
部
の
人
事
権
等
を
通
じ
確
立
さ
れ
た
中
央
集
権
体
制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
選
挙
に
際
し
て
も
生
か
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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表4　秋田県における衆院選挙の結果

第12回総選挙（大正4年3月25日）第11回総選挙（明治45年5月15日）

秋田市 1 。井上広居 395 国 秋田市 1 ・井上広居 333 同

大縄久雄 159 政 田中隆三 254 政

そ　の　他 5 そ　の　他 2 『

郡　部 6 。町田忠治 3，565 国 郡　部 6 。町田忠治 3，208 同

。榊田清兵衛 2，978 政 。斎藤宇一郎 3，179 〃

。斎藤宇一郎 2，787 国 。伊藤恭之助 2，976 〃

。添田飛雄太郎 2，636 〃 。添田飛雄太郎 2，916 〃

。田中隆三 2，542 政 。榊田清兵衛 2，509 政

。三浦盛徳 1，662 〃 ・中村千代松 1，906 国1

近江谷栄次 1，655 中 大久保鉄作 1，845 政

大久保鉄作 1，529 政 渡辺文八郎 1，676 〃

’

そ　の　他 307 そ　の　他 16

『衆議院議員選挙の実績一第1回～第30回一』（公明選挙連盟、昭和42年）より作成。

　
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
選
挙
に
際
し
て
の
中
央
と
地
方
庁
と
の
連
携
を
裏

づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
秋
田
県
の
場
合
を
紹
介
し
よ
う
。
表
4
に
示
す
通

り
同
県
政
友
会
は
、
前
回
の
第
一
一
回
総
選
挙
に
市
部
一
名
、
郡
部
四
名

の
候
補
者
を
擁
立
し
、
後
者
よ
り
三
名
を
当
選
さ
せ
て
い
た
が
、
第
一
二

回
総
選
挙
で
は
、
郡
部
の
前
代
議
士
一
名
を
市
部
に
ま
わ
し
郡
部
か
ら
は

三
名
し
か
候
補
者
を
立
て
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
選
は
郡
部
の

榊
田
清
兵
衛
一
人
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
政
友
会
の
大
敗
に
終
わ
る

秋
田
県
の
選
挙
は
、
前
述
の
第
一
次
地
方
官
更
迭
に
よ
り
知
事
に
抜
擢
さ

れ
た
坂
本
三
郎
の
下
で
実
施
さ
れ
た
。
因
に
、
坂
本
は
、
東
京
専
門
学
校

卒
業
後
、
高
等
文
官
試
験
に
合
格
し
検
事
に
任
ぜ
ら
れ
司
法
畑
を
歩
み
、

行
政
裁
判
所
評
定
官
と
な
る
が
休
職
と
な
り
、
休
職
中
は
母
校
で
親
族
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

を
教
授
す
る
等
、
早
稲
田
、
大
隈
与
党
系
統
の
人
物
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
坂
本
知
事
に
対
す
る
地
元
政
友
会
の
反
発
は
強
く
、
総
選
挙
直
前

の
大
正
四
年
三
月
五
日
の
秋
田
県
議
会
に
お
い
て
は
、
同
党
系
議
員
に
よ

り
提
出
さ
れ
た
知
事
不
信
任
案
が
可
決
さ
れ
、
県
議
会
は
三
日
間
の
停
会

　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

に
さ
え
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
経
歴
か
ら
親
大
隈
内
閣
の
色
彩
が
濃
厚
な
坂
本
知

事
が
、
総
選
挙
直
後
に
秋
田
県
の
結
果
を
大
隈
に
報
告
し
た
書
簡
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
如
上
の
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ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

選
挙
結
果
に
つ
い
て
坂
本
は
「
昨
日
電
報
に
て
御
報
導
申
上
候
通
リ
当
県
総
選
挙
之
結
果
ハ
極
め
て
良
好
に
し
て
政
友
会
ハ
事
実
上
全
滅

し
た
る
も
の
二
御
座
候
（
傍
点
筆
老
）
」
と
，
完
全
に
政
府
与
党
陣
営
の
立
場
か
ら
こ
れ
に
満
足
と
歓
喜
の
意
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
秋

田
市
よ
り
同
志
会
が
擁
立
し
た
井
上
広
居
の
「
戦
況
ハ
非
常
二
苦
闘
」
で
あ
っ
た
も
の
の
、
先
述
し
た
有
権
者
へ
の
大
隈
か
ら
の
投
票
依

頼
電
報
が
「
選
挙
民
之
決
心
を
固
め
」
る
の
に
功
を
奏
し
た
と
分
析
し
、
感
謝
の
念
を
大
隈
に
伝
え
て
い
た
。
さ
ら
に
郡
部
に
お
け
る
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

友
会
の
凋
落
と
同
志
会
の
隆
盛
に
つ
い
て
も
以
下
の
如
く
報
告
し
て
い
た
。

　
　
長
年
榊
田
清
兵
衛
ハ
政
友
会
之
首
領
と
し
て
種
々
な
る
手
段
に
て
党
勢
を
拡
張
し
其
之
勢
力
隆
々
た
る
も
の
有
之
候
処
、
此
度
之
選
挙
に
て
第
五
位

　
之
得
点
二
付
、
其
凋
落
ハ
気
の
毒
二
而
、
郷
里
仙
北
郡
二
於
て
す
ら
全
く
人
望
を
失
し
申
候
。
之
二
反
し
同
志
派
ハ
町
田
（
忠
治
－
筆
者
注
）
を
首
と

　
し
て
四
人
迄
轡
を
列
べ
最
高
点
に
て
当
選
い
た
し
候
故
、
其
勢
力
絶
大
に
し
て
最
早
政
友
会
ハ
事
実
二
全
滅
し
た
る
こ
と
何
人
も
否
ま
ざ
る
程
二
御
座

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
候
。
実
ハ
先
般
電
報
二
て
御
願
申
上
候
通
リ
榊
田
す
ら
落
選
せ
し
め
得
へ
き
見
込
充
分
有
之
、
軍
資
之
御
支
給
を
仰
上
候
も
初
メ
ヨ
リ
同
志
派
及
ヒ
後

　
掛
会
川
市
州
た
郡
部
四
た
ど
い
、
而
を
郡
部
ひ
川
轡
当
み
た
か
待
ひ
ひ
ど
甚
だ
附
簸
い
か
ひ
事
骨
衝
で
ゆ
榊
降
な
落
ナ
む
脊
党
之
伶
議
士
な
増
ナ
ひ
ど

　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ぬ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

　
不
能
故
、
飽
迄
榊
田
を
追
ひ
詰
め
て
満
足
す
る
よ
り
外
二
良
策
無
し
ト
決
し
、
軍
資
之
支
給
を
御
断
申
上
候
次
第
二
候
。
此
計
画
ハ
幸
二
適
中
致
候
も
．

　
表
面
上
政
友
会
代
議
士
を
根
絶
す
る
を
不
能
候
。
少
々
遺
憾
と
可
存
候
。
併
し
色
々
苦
心
之
結
果
政
府
党
之
得
点
ハ
調
節
有
之
宜
き
を
得
、
何
れ
も
落

　
ち
こ
ろ
び
な
く
殊
二
最
高
点
二
て
当
選
一
事
ハ
御
賞
賛
を
願
上
候
二
充
分
と
被
存
候
（
傍
点
筆
者
、
以
下
略
）
。

　
坂
本
知
事
の
右
報
告
か
ら
は
、
彼
が
選
挙
に
際
し
て
の
官
吏
の
公
正
に
つ
い
て
全
く
頓
着
せ
ず
、
む
し
ろ
政
府
与
党
陣
営
の
一
員
と
し

て
政
友
会
打
破
と
同
志
会
の
勢
力
拡
張
を
期
待
し
行
動
し
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
同
志
会
の
候
補
者
不
足

か
ら
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
政
友
会
の
有
力
候
補
者
を
落
選
さ
せ
る
た
め
の
選
挙
資
金
提
供
を
一
旦
は
中
央
に
依
頼
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
政
友
会
打
破
を
目
的
と
し
た
資
金
依
頼
が
で
き
る
ほ
ど
知
事
と
政
府
間
の
連
携
が
な
さ
れ
て
い
る
中
、

秋
田
県
政
友
会
は
選
挙
を
戦
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
前
述
の
如
き
敗
北
を
喫
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
石
川
、
秋
田
の
二
県
の
事
例
を
通
じ
て
う
か
が
え
た
如
く
、
政
友
会
の
大
敗
の
背
景
に
は
、
大
隈
内
閣
が
総
選
挙
に
備
え
抜
擢

し
た
反
政
友
系
知
事
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
地
方
官
に
よ
る
種
々
の
選
挙
干
渉
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

51



法学研究66巻6号（’93：6）

（
1
）
　
『
政
友
』
（
大
正
四
年
一
月
二
五
日
、
第
一
七
六
号
、
一
二
頁
）
。

（
2
）
　
『
原
敬
日
記
』
、
大
正
三
年
一
二
月
三
〇
日
の
条
。
さ
ら
に
原
は
、
選
挙
戦
渦
中
に
お
い
て
も
後
藤
新
平
を
通
じ
山
県
に
対
し
、
政
府
の
「
選
挙

　
に
干
渉
の
弊
甚
し
き
に
よ
り
憲
政
の
為
め
此
注
意
も
必
要
な
り
」
と
伝
え
る
よ
う
依
頼
し
、
山
県
に
よ
る
内
閣
へ
の
牽
制
を
期
待
し
て
い
た
（
同
上
．

大
正
四
年
一
月
二
五
日
の
条
）
。

（
3
）
　
同
右
、
大
正
三
年
一
二
月
二
八
日
の
条
。

（
4
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
第
二
次
大
隈
内
下
の
政
友
会
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
5
）
　
例
え
ば
、
政
友
会
が
増
師
扁
年
延
期
を
党
議
決
定
し
た
後
の
一
二
月
二
三
日
、
大
山
巌
を
訪
れ
た
望
月
小
太
郎
は
、
大
山
が
「
昨
年
原
ハ
楠
瀬

前
陸
相
に
対
し
師
団
増
加
ハ
本
年
度
実
行
可
致
旨
予
約
せ
る
に
、
今
回
の
態
度
（
即
ち
増
師
の
必
要
ハ
認
む
る
も
之
を
来
年
度
に
延
期
す
る
事
）
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

　
如
何
に
も
国
家
を
知
ら
ざ
る
私
党
な
り
」
と
批
判
し
、
さ
ら
に
「
万
一
解
散
後
現
内
閣
少
数
之
場
合
ハ
此
国
防
問
題
に
対
し
て
ハ
第
二
の
解
散
を
な

す
も
其
目
的
を
達
せ
さ
る
べ
か
ら
ず
」
と
、
平
生
無
口
な
大
山
が
強
硬
論
を
唱
え
た
こ
と
に
驚
い
て
い
た
（
大
正
三
年
扁
二
月
二
四
日
付
・
井
上
馨

宛
望
月
書
簡
〈
前
掲
『
大
隈
内
閣
史
料
』
、
二
四
〇
頁
〉
）
。

（
6
）
　
楠
瀬
幸
彦
前
陸
相
も
、
政
友
会
の
準
機
関
紙
々
上
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
政
府
の
動
き
を
次
の
よ
う
に
牽
制
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
不
法
に

も
衆
議
院
を
解
散
し
た
大
隈
内
閣
は
与
党
議
員
の
増
加
に
「
腐
心
し
つ
』
あ
る
結
果
、
窮
鯨
の
窮
策
と
し
て
寛
に
大
隈
伯
を
其
の
会
長
に
戴
け
る
帝

国
軍
人
後
援
会
を
利
用
し
、
同
会
よ
り
各
府
県
に
講
演
遊
説
を
開
始
せ
ん
と
活
動
写
真
隊
を
し
て
各
其
の
講
演
先
に
於
い
て
、
表
面
欧
州
戦
乱
並
に

　
日
露
戦
争
の
戦
況
を
活
写
し
て
後
援
会
員
加
入
を
勧
誘
し
合
せ
て
後
援
資
金
を
募
る
外
、
此
機
会
を
利
用
し
総
選
挙
準
備
に
対
す
る
反
対
党
の
離
間

中
傷
を
流
布
せ
し
め
ん
と
計
画
あ
り
と
伝
へ
ら
る
。
万
一
軍
人
後
援
会
の
地
方
勧
誘
派
遣
隊
に
し
て
果
し
て
如
斯
政
治
問
題
に
迄
立
入
り
て
、
以
て

随
劣
な
る
選
挙
運
動
を
試
む
る
如
き
事
あ
ら
ん
か
、
之
れ
実
に
立
憲
治
下
に
於
け
る
一
大
罪
悪
た
る
を
失
は
ず
し
て
、
陛
下
の
股
肱
た
る
吾
人
軍
人

　
の
立
場
よ
り
考
察
し
て
、
断
じ
て
黙
過
す
べ
か
ら
ざ
る
怪
事
な
り
」
と
し
た
（
楠
瀬
前
陸
相
談
「
暴
戻
な
る
選
挙
準
備
」
〈
『
中
央
新
聞
』
、
大
正
四

年
一
月
五
日
付
V
）
。

（
7
）
　
二
月
一
九
日
の
政
友
会
連
合
会
の
席
上
に
お
い
て
原
は
、
既
述
の
閣
僚
総
出
に
近
い
選
挙
運
動
に
つ
い
て
「
明
治
二
五
年
の
選
挙
大
干
渉
以
来
、

　
み
た
こ
と
も
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
攻
撃
し
て
い
た
（
前
掲
「
原
総
裁
の
演
説
」
）
。

（
8
）
　
『
原
敬
日
記
』
、
大
正
四
年
三
月
二
八
目
の
条
。

（
9
）
　
司
法
省
の
か
か
る
動
向
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
の
注
（
3
2
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
0
）
　
注
（
8
）
に
同
じ
。

（
1
1
）
『
法
律
新
聞
』
、
第
一
〇
〇
六
号
、
大
正
四
年
四
月
一
五
日
。
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（
1
2
）
　
四
月
二
九
日
、
同
事
件
の
公
判
が
金
沢
地
方
裁
判
所
に
於
て
開
廷
さ
れ
、
原
本
潮
は
官
有
地
払
下
や
道
路
補
助
に
つ
い
て
の
関
与
を
否
定
し
．

高
田
重
松
も
原
の
関
与
を
否
定
し
、
あ
く
ま
で
独
断
の
行
為
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
原
に
は
罰
金
百
円
、
高
田
に
は
禁
鋼
三
ヶ
月
、
そ
の
他
に
は

罰
金
八
○
円
（
東
田
は
偽
証
罪
で
懲
役
三
ヶ
月
、
執
行
猶
予
三
年
も
加
え
ら
れ
る
）
の
判
決
が
下
さ
れ
た
（
同
右
、
一
〇
一
〇
号
．
大
正
四
年
五
月

五
日
）
．

（
1
3
）
　
坂
本
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
人
名
辞
典
・
第
三
巻
』
（
平
凡
社
、
｝
九
七
九
年
、
七
二
頁
）
及
び
、
前
掲
「
政
争
圏
内
の
地
方
長
官
の
色

彩
」
を
参
照
。

（
1
4
）
　
『
秋
田
魁
新
報
』
、
大
正
四
年
三
月
六
日
付
．

（
1
5
）
　
大
正
四
年
三
月
二
八
日
付
・
大
隈
重
信
宛
坂
本
三
郎
書
簡
（
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
〈
マ
イ
ク
・
フ
ィ
ル
ム
・
B
・
一
五
二
三
〉
早
稲
田
大
学

図
書
館
蔵
）
。

結

語

第12回衆議院議員総選挙と政友会

　
本
稿
は
、
第
一
二
回
総
選
挙
下
の
政
友
会
に
つ
い
て
、
同
党
を
取
り
巻
く
情
勢
を
中
心
に
考
察
を
加
え
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
ま
ず
、
大
隈
内
閣
が
、
組
閣
直
後
よ
り
内
務
省
に
陰
然
た
る
影
響
力
を
有
し
反
政
友
感
情
濃
厚
な
大
浦
農
商
務
相
を
中
心
に
、
総
選
挙

に
備
え
た
地
方
官
更
迭
を
実
施
し
、
解
散
直
後
に
は
そ
の
大
浦
を
内
相
に
抜
擢
し
た
こ
と
，
さ
ら
に
か
か
る
更
迭
に
よ
り
配
さ
れ
た
反
政

友
系
知
事
を
中
心
に
し
て
地
方
官
が
、
野
党
政
友
会
の
打
破
と
与
党
勢
力
の
扶
殖
や
拡
張
の
た
め
選
挙
干
渉
を
行
な
っ
た
こ
と
を
具
体
的

事
例
を
通
じ
検
証
し
た
。
ま
た
、
政
友
会
は
、
選
挙
戦
渦
中
に
党
首
の
原
が
人
気
絶
頂
に
あ
っ
た
大
隈
と
の
比
較
を
強
い
ら
れ
た
だ
け
で

な
く
、
政
府
攻
撃
の
有
効
打
を
欠
き
．
加
え
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
や
経
済
界
の
大
勢
も
親
政
府
に
傾
く
逆
境
下
、
公
認
候
補
者
の
選
定

も
遅
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
以
上
の
逆
風
下
、
政
友
会
は
、
選
挙
の
終
盤
戦
ま
で
劣
勢
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
冒
頭
に
述
べ
た
如
き
大
敗
を
喫
し
、
衆
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

院
第
一
党
の
座
を
同
志
会
に
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
寺
内
正
毅
内
閣
下
の
第
一
三
回
総
選
挙
の
結
果
、
衆
議
院
第
一
党
の
座
を
奪
還
す
る
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ま
で
、
政
友
会
の
か
か
る
逆
境
は
続
く
こ
と
に
な
る
。

（
1
）
　
投
票
日
直
前
に
選
挙
の
大
勢
を
通
観
し
た
新
聞
も
「
今
や
政
友
会
反
対
の
気
勢
は
全
国
に
瀾
漫
し
、
政
友
会
が
多
年
の
苦
心
に
成
る
地
盤
を
以

て
し
て
、
既
に
頽
廃
の
勢
ひ
掩
ふ
可
ら
ざ
る
も
の
あ
り
」
と
、
同
党
の
全
国
的
劣
勢
が
変
わ
ら
ぬ
こ
と
を
伝
え
て
い
た
（
「
意
義
あ
る
一
票
（
明
日

　
の
総
選
挙
）
」
〈
『
東
京
朝
目
新
聞
』
、
大
正
四
年
三
月
二
四
目
付
〉
）
．
ま
た
、
投
票
日
三
目
前
の
三
月
二
二
目
付
で
原
は
、
政
友
会
候
補
及
び
各
支
部

　
に
対
し
、
二
月
一
九
日
の
同
党
連
合
会
に
お
け
る
演
説
と
同
旨
の
通
牒
を
発
し
た
が
（
「
会
報
・
総
選
挙
前
の
通
牒
」
〈
『
政
友
』
、
大
正
四
年
四
月
二

五
日
、
第
一
七
九
号
V
四
七
～
九
頁
）
、
投
票
日
直
前
に
こ
う
し
た
文
書
を
送
付
し
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
政
友
会
の
苦
境
を
浮
ぎ
彫
り
に
さ
せ
た
。

尚
、
原
は
、
こ
の
通
牒
を
三
月
一
九
日
夜
に
起
草
し
て
い
た
（
『
原
敬
日
記
』
、
大
正
四
年
三
月
二
〇
日
の
条
）
。

（
2
）
　
こ
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
中
村
勝
範
・
玉
井
清
「
寺
内
内
閣
期
に
お
け
る
原
・
政
友
会
の
戦
略
」
（
『
法
学
研
究
』
、
第
六
一
巻
第
四
号
、
昭
和

　
六
三
年
四
月
）
を
参
照
の
こ
と
。
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本
稿
は
、
財
団
法
人
桜
田
会
の
研
究
助
成
（
平
成
三
年
度
共
同
研
究

　
　
の
意
を
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す
る
．

「
近
代
日
本
の
政
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政
治
研
究
」
）
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成
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部
で
あ
る
。
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